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学習態度の形成と その指導 C1 ) 
一一一道動技能の形成過程をとおして 一一一
はじめに
当教育研究所では，い主主で 「学力と学習指滋」に関する研究に取り組み，;ti;に学力当主扇め，伸ばす
には， どのような学習指織を行なったらよいかという課題の解決に全力を傾けてきた。 との研究の一翼
をになって， 休背では「迎動技能の形成過程とその指導Jという主題を設定し ，E経験，実証的な研究を
行なってきた。そして，結果にがいて痛感された指導上の要点は
(1)学雪は，終局的には児童E生徒の主体性にがいて行なわれているのであるから ，千差万別の個人差
をもっている個価人に適応するように，指導の個別化を図るべきである。
(2) 運動掛Eの形成には，単に運動技術を適用するというととだけではなしに，その学習構造に基づ
く適切なJ苔導過程を採らねばならない。
(3) 還重肘受書Eを主体的に形成する過程には，児童生徒の全人間的な総力が結集されてはたらいている
のであるから，その主体的な条件を現らかにした指導体制が硲立されなければならない。
などの諸点であった。
とれらの点を考慮して ， とれからの研究の方向を'指導の個月r1 ~ Ifと 9主体的な条件の究明 'に焦点
づける ζとにした。との意味で，学習の成来を左右するほどの影響カをもっと思われる'態度'の研究
を推進しようとする櫛想を扮〈ようになった。
I 研究の構想
l 研究の課題性
(1)態度研究の発想
「あの人の態度はりっぱだjとか「あの態度はどうだろうJなどと賞賛や非難を織りまぜて ，態度と
いう言語表現は目常会話の中でしきり に用いられている。きた，後多の報道や刊行物の中にもとの表現
は随所に見うけられる。教育の葡に幸子いても ，態度は広範な介野・領域にbたってとりあげられ，教育
内容や教育方、法との密接な関連こ必いて，その育成が重大な目標として掲げられてきている。
しかし，とれらのすべての場合に於いて ，はたして態度の窓質やその構造が明確に規定されて用いら
れているのであるうか。その育成や変答の可能性について ，安易に湾えられたり，淑り扱われたりして
いるのではあるをいか。空た，育成や変答が可能だとすれば，との条件にほどのようなものがあるので
あるうか。などの態度に隠するいくつかの疑問がわきあがってくるが，とれらの陪題は，態度を本質的
に究明しよ うとするにあたって，つねにつきまとって〈る重姿な問題だといえよう。と ζろが，ζれら
の問題の解決は，いまのと ζろ決定的になされていない部面が多いのである。
とのようにみてくると ，態度研究は教育界になける今日的な謀議のひとつに位置づけられるのである
が， ~tま，との研究の発想はとのととろにあるのである。
ととろで，態度に演する実験 ・実証的な研究の試みはいままでにも多くなきれてきたであるう。だが，
それらの多〈 は， 態度を外部行動そのものの傾向性としての一面的なみかたが支配的で，J主体的・劃際
的な行動の評定にもとづく研究の方向カ浄Tち出されていたように思われる。しかしながらp 態度につい
ての本質的な究明がしだいになされるにつれて，態度は行動の傾向性であるというよりは，その行動を
ひき訟とす感性的，検互主的，理性的な志向性，あるいは傾向性であり，行動の準備状態でるるとの見解
が確立されようになり，その研究は新たな視点から根本的にみながされ，研究に対する観点や方法につ
いての検討と吟味のなされる必要が痛感されるようになった。いわば，態度研究は，教脊界にこ於いて真
の意味で未開拓な部面の多い分野だといえよう。それだけに ，概念的にも方法的にも多くの問題を数多
くかかえているのである。
(2) 体育における態度研究の意味
運動(Pbysical activities)の実践を教育的にみると，その実践に際して効卒、の高い方法
を適用して行なう ととがなによりも肝要なのはいうまでもないであるう。運動として外面的に表出され
るものは，平易で単純な勤きとしてみられる場合が多い。 ζれは，返ilij)iJS現象的には，からだの動きそ
のものであるし，その選ゆとしての手や足を動かして行なう身体録作(P h Ys i c a 1ma n i p u 1 a-
t i 0 n)であるからにほかならない。 との身体操作は遂勤の決定的な表現で，きわめて重要なものでは
あるが，との局面にだけ視点を集中づけるのは実に皮松なみかたにすぎないといえる。
運動のメカニズムはきわめて複雑な過程で，その微妙な菌についてはなか未解決な部面が残されてい
る。とれについて，とζでは概括的に述べるにとどめるが，運動は内雨的な刺激と外商的な刺激との複
雑で2密接な関連による総合的な統一(iotegrati 00) によっておとらされる反応、として表出される
ものである。そとには，逮動技術にもとづく運動のパターンなどの外面的な刺激を受容して解釈する認
知過程，決意 ・決断する意志過程，ならびに欲求と満足に根ざす感情・情緒過程などの働きがからまり
あっている。をた，対人間的な関連や社会的なかかわりもみのがせないのであるし，活動性や体力の程
度も器本的なフ7 クターとなっている。
とのようにみてくると，運動の実践には主憶にからだを動かすという身体操作の側面ばかりでなくて，
その背景をなしている心理的，窓志的，社会的，生理的なそれぞれの{RIJ慣との有機的なつながりを度外
視するととのできないのがわかるであるう。つまり，運動はその人聞の全体性(totality) Iこbい
て行なわれているといえよ うσ したがって， 運動を行なう場合には，運動に対する認識，情緒，意志，
社会性，体力などの機態州司題となると同時に，それらのからみあいの質的な内容が問題となって くる
のは当然のととといえる。
ととるが，とれらのそれぞれの働きにばその人に{悶有な傾向性と志向性があるといわれている。 ζと
に，との認知的，意志的，情緒的な傾向性は比較的に安定した強固なもので ，とれをいっほんに，態度
(attitude)と呼んでいる。態度は.;運動の実践にあたって ，その活動性としての程度や質に影響
する媒介君主数(me d i a t i ng va r i a b 1e s ) として付置づけられるもので， きわめて重要な主体
的条件のひ とつである。だから ，学習の時点にかいてレディネス (readiness)として働 く態度の
様態を究明する必要が生じてくるわけである。乙の態度は ，人が主主れながらにして身につけているもの
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ではなくて，広範な人生経験によって習得したものでぬるから， 1盗切な学君子経験によって変答されると
とがとゅうぶんに期待できるものであるので， ζの態役"が学管過程にともなってどのように変客するか
を明らかにする必要も生じてくる。また ，その変容にはどのような条件が影響を及ぼしているのかも採
究されねばならないであろう。とれらが， ζの研究にお、ける当面の設題である。
2 諸概念と学習構造
との研究を企画し， 実施するにあたり ，主題に関連した主要な僚念と体育の学習構造を基本的にどの
ようには握しているかを統括的に述べ，研究の基縫的な普sIliiを明らかにしてなさtたい。
(1) 態度について
む態度の糠念
JI • H 
態度(attitude)は，本来ぷ姿勢 あるいは'身紛え を意味する日予言語として用いられていた
が，そのど，理論的にも実証的な研究に沿いても著書しい進展がなされるにつれて，いわゆるグ心的な檎
， 
え ( me n t a 1 s e t)や'返却泊守なJ構え Cmotor set)などの概念よりも，はるかにひろい
内容をもつようになって8た。現在にかいても ，態度の街念については多〈の定義がなされているが，
とれらを包括的に，オールポー ト(AI 1 p0 r t， G. W.)は次のように述べている。
「態度とは，価人がかかわり をもつあらゆる対象や状況に対するその個人の反応に，指示的，あるい
は力学的な影響を及ぼす，経験によって体制化された心的・利盤的な準備状態、である。J
ζの定義か らもわかる よう に ， 車禁~~ま ， 個体あるいは特定， tまたはある部類の対象や状況に対して，
特有のじかたで反応するように方向づけるととるの領有の反応傾向，または挫備状滋(stateof
readiness)であるといえる。 つまり ，態度は行動そのものではなく-C，行動への準備，傾向性そ
その本質としている ζ とがわかる。
③ 態度の特徴
態度の特徴あるいはその特質を要約すると， ヲたの諸点をあげるととができるo
o 態度は，後夫的な学智を通じて形成される反応、の滋備状，穫である。
人は生れながらにして一定の態度をもっているのではなくて ，広事Eな人生経験の結果としてとの態
度を自らのうちに形成するのであるから，とれを本能的な傾向性とか，生得的な反応、の選択性とは明
りように区]311 しなけ~1，rfならないのである。
。態度は，つねに ，主体ー客体の関係を含んでいる。
懇慎重は，一定の対象または状況に関速して形成されるものであり， そζ tこ，自己責if他の存在のかか
わりを心理的に分荷量して区別するととができる。
。態度は，情動的な属性そもっている。
対象や状態に対して白稜度にも とづく反応をする場合には，つねになんらかの情動的な色彩そもち，
好きとかきらい，そのために とかそれに抵抗して， 援近したり回避する，というような方向性をもっ
ている。
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。 態度は持続的である。
態度はいったん形成されると，かなりに長期にわたって縫持される反応の傾向であって，一時的に
現われる反応の準備状惣ではない。との点では，態度は炉なじく個体に個有な選択反応、を規定する内
的要因としての課題志向や構えとは区別されるし，日様へ到達するζとによって商事情される緊張や生
物的姿求，または一時的な情動状態とは区別されるものである。
。 態肢が関係づけられる刺激の範囲は，広狭さまざまである。
:綾度は特定の刺激または状況だけに結びついた個別的な特殊なものである場合もあると同時に，き
わめて広い純白に及ぶ多様な対象に関連をもっ，一般的な反応傾向である場合もある。
⑤ 態度の形成
態IJ:がどのような機制にしたがっ て形成されるかについては ，議論のわかれると ζろであろう。
体制化の原甥をと主援する認知論では，態度の遊底にそれが関逃する対象に対して，間入がもっ認知体
制jと密接な関係官もっていると し， 刺激(s )・反応(R)論では，懇皮ほ一定の外的反応のパター ン
に関して ，予期的または媒介的な役制りを果たす潜在的反応(implicit responses )であっ
て， 態度の形成を強化の原甥によって説明できるとしている。また， 精神介析学派の性格形成の王将命に
よっても，とれを理解するととが可能であるう。
いずれにしても ，実際的に態度がどのような様式によっ て形成されるかについて， オーノレポー ト(
Al 1 p 0 r t， G.、;V，)は;1¥の四つの条件をあげている。
a.経験の累積，統合
一般的な同 じ類型に属する数多くの特殊な反応、が総合的に統ーされて ，一つの態度が形成され
る。
b. j子化
金一的で来分化な「接近と回避Jのような卦合まかな反応から，しだいに特定の対象に;lo'ける
特定の様相に対する特殊な反応傾向者ど形腐する。
C. 外傷的経験(trauma ) 
単一の強い情緒的な経験で，しばしば忘却されたり抑圧されているが，先入主とか偏見などの
原因となる。
d.既成態度の採用
経験的な背景をもたないで，他の人々の既成の態度を受け入れるもので，模倣とか同一視によ
るものである。
とれらの面を総括的にみると ，態度は固定的なものではなく，一般には内的必よび外的な諸条件の変
化に応 じてしだいに変答しながら.しかも，その内的な一貫性をある程度保持しつつ存続する体制伎と
いえる。そして，態度は通常，個々の経験や反応によって穫端に変化するととがないばかりでな<，む
Lろ，それらに対する関係づけの枠 (frame of reference.)として，個人の経験に秩序"を与
え，それらを意味づけ，それらにませする反応を規制する役割り を泉たしているとみるととができる。
他方に沿いて， 態度の形成にかける集団(または他の個人〕 の影響カ唾視されているが，とれば，態
度が多くの場合に共通的な社会的場の中で，集団の庄カにより多少ともその規範や標準に対して向調す
る方向に合いて形成されるからである。
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④態度の分類 とくに年醤I態度について
主主度は実にさまざまな対象や状態に対する反応傾向であって ，その関係する層やヲ夫元もまた多様であ
るために，とれらをある一定の観点にかいて分類しようとする試みが多くなされている。たとえば，~
のような対比に長いて分類しているのが代表的なものである。
。社会的態度 一一一 f}J人的態度
。思懇的態依一一一 行動的態oc
o 言語的態依 一一一 哀の慾sr.
ととろで， ζの研究にかいてと りあげよう としている態度は，教科の学習にかいて作用し変客される
もの宮さしているのであるから，実際的な観点にもとづ〈介類をすれば'学習態度'と呼ぶζとがで害
ょう。といっても ，との学習態度は，単4こ教科の学習にだけ白書係するものではなくて ，いま設でみてき
たような一般的な態度の特性が広〈あてはめられるもので，むしろ，態度一般と異なる函がないと考え
てよいであろう。
しかし，との学雲犠度にほ本質的に次の ような特色が含められるであるう。
。それぞれの教科あるいは教科群の学習にお、けるユニークな様鑓や機能，お・よび毒事態に適合するもの
であるとふととに，体育学習では実際に身体を動かして学習するのであるから，いわゆる行動的な
態皮がその主体として位貿づけられる。
。学習の効果に関係する認知的，社会的，活動的，情動的な傾向性としてはたらくもの。すなわち，
怠考や理解のしかた，まじめさ，協力性， 1主任感，積極性，符緒安定性などが，乙の公もな内容とな
るだろう。
ななsζれらの面については体育の学習構造と関迷し，その項で〈わしく述べる予定である。
@ 紛らわしい他の概念との区別
8..動機と態度
態度は，行動の盟主偽伏態あるいは傾向性として定義づけてきたが，入閣の行動がとの態度，ならびに
勤畿によって若しく変答されたものになるととについて， .:=.;:.ーカム(Newc omb， '1. M. )は行動
の図式を次のように示している。
?? ??
?
?
?
?
??
?
??
?
??
?
?
〔媒介変数〕 〔従属変数〕
イ社会的行動|-4動機，態度など|社会的影響力 白 ト~
ζれによると ，従属君主数としての行動は，とれらの独立変数によって菌.接に規定されるのでなく て，
より一般的，持続的な潜在性向として両者を媒介する主体的灸件によっていろいろに変答されるととを
強認している。そして，との媒介変数として動機と態度をるげている。
行動をする場合にシいて，要求(need)と動因(drive)とをそのB療に結びつけて ，行動に一
定のエネノレぷーと志向づけをする点で，動機と態度とは共通した特性をもっている。だから ，向者につ
いてしばしば混同した理解のなされるととが多いのであるのしかし， 両者にかける明りような相迭は ，
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動機が瞬間的であり ，特殊的であるのに対し， 態度は，より一樹仇持続的なもので， ζの動後をひき
j;~ζす滋備あるいは滞在的件向 として一般化された ものでおるという 而で区別できょう。
b.人格特性(personality traits)と態度
線度治L一般化されればされるほど，しだいに人格特性に近い性格を帯びて〈るようになる。だから.
スググナー (Stagner. R.)は，
態度と人格特性との相違は程度の差にすぎず，態度はとの特性に比べると多少特殊的で，一般化され
ていないといえるが，何者の聞に正確な限界線そひくととは困難である。
と述べている。
一般には，人格特性は普通には気質の特徴と考えられるように，生物学的な港礎の上4こ築かれた概念
であり ，ζれに対し ，態度は社会的な土じようにつちかわれて発達した傾性である。
(2) 体青学習における運動技能
体渇:学包にお‘いては，教育的な視点から精選された文化としての迄勤(p h y si c a Ia c t i vlt i es 
の意)を実股するととが主要な学習内容である。との運動の実践には，その;迎動のもつ価値を効衆的}こ
身につけるようにするζ とがなによりも撃まれるのはいつまでもない。運動の価値は，それぞれの運動
の特質によってある程度続定されている~菌が多いが，それをÄ-攻するにはその方法論と密接なかかわ
りそもってがり，との関係が適切でない場合には ，ときとして没価値的な事態を招く慮さえあるのは衆
知のととるであるう。と ζろで，それぞれの運動についての実践の方法は ，誇科学の究明と，人類の経
験的な検狂とによって， 客綴的で妥当なしかたが発展的に確立されるようになってきた。
運動を実践するには， 主将に外商的に観察できる身体の動きが問題となるばかりではなくて，それらを
方向づけたり規制する内商的な諸機能との宿援な関連のあるととを度外視してはならないのであるが，
終局的には身体の動きとして表出されるのであるから ，その動さなどのようにするかという方法治が問
題となってくるわけである。つまり， 13的にかなうように身体をどう動かしたらよいか，また，運動の
媒体となる対象をどのように動かしたらよいかが課題となるのである。とのような謀題の解決には，運
動のしかたに関する原理や法則な適用するととが客観的にみて ，もっとも妥当である。理論的な背景を
もフ滋則を運動の実践にあたって適用するとと ，すなわち，運動技術宮あれとれと判断しながら選択志
向的にあてはめながら運動を行なう ζとが望ましいといえる。しかし， 運動を5起債する者の特質は，体
力的に実に大きな相違があり，まさに千差万別なのである。したがって ，ほとんど同ーの運動技術を適
用して逮動を行なう場合であっても，身体の録作にかいて，さまざまな郡面でニュ アンスの異なる表出
がなされるようになるのは当然のととである。
運動の実践には， 客観性をもっi1E動技術がその中軌をなしてはいるが， 具体的には， 個性愛かな主体
的な表的がなされるわけである。とのような運動技術と運動能力(体力)とのかかわりの状態なきして.
ζの研究では逮動技能とよんでいる。運動按能は，特定の運動を遂行する際に運動実践に関する客観的な
法刻性を判断力的に適用する過程によって形成されるもので，その程度は朱熟な段階のものから習熟の
竣までを広〈含めるととができるが，しだいに高度化されるととが理想である。
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(3) 体育の学習機造
逮勤の実践を主要な内容とする体脊の学習に公いては，終局的なねらいとして運動技能を身につけ，
しだいにとれを高め，かつ洗錬されたものに形成するととが中核的なものとして位置づけられる。との
形成に際しては，後維な返還をたどり，そとに多様な要因がからまりあい，それらが密接な関連をもっ
ているものと恩われるが，比較的容易で単純な様式から，きわめて複雑で困難なものまで，多様な形成
の図式が考えられよう。しかし，いずれの場合にも共通する学習の原則は，より効来的で能率的な学
習活動がいきいき と展開される ζ とである。
運動櫛をの形成は，客観的な法則性を反映するれ斎的な遂動のパターンとしてき受tむされるものである
から，もっとも単純な形式としては，そのパターンを主として視覚などの感覚書量管そとお、す感性的な方
式によって試行できるのである。とれには，逐動機緩や身体の形態約な発送を含む体力者ピ基底としてい
るととはいうまでもないが，かもに，模倣や同一視( identification)カその手段となるであ
ろう。 ζのような感性的な方式は，発達段階や還製厳能形成の部分的な過程にかいては多分にその効果
を表わす場合があろう。
しかし， 学習は終局的に児童生徒の主体性にかいて行なわれる活動であるから，ひとりひとりの子ど
もの主体的な諸条件がその学習活動に直樹仇あるいは間接的な影響な及ぼしているとみる ζとができ
る。いっぽタ，這動按能の形成に欠く ζとのできない運動技術には，科学的に実証された理論の重量づけ
が含められている。また，学習のそれぞれの過程や結果は.さまざまな領{置の基準に照らして，主観的
にあるいは客観的に評価がなされている。とれらの視点から，体育の学習過程や場面をみると，そとに
どのような学習のメカエズムがはたらいているか，またどのような要因がはたらいて，学習体制を構成
レているのかを後初げる ζ とができる。すなわち，学習練迭ともいうべきむのカ苛蕗かれるのである。
とれについて構造分析をすると，攻のようなものを信摘できるであろう。
a 認知過程
外的な環境とのカ動的な対応、に》いて，環境からの刺激の知覚と認識とにかかわるもので，そとに
は，運動に関する方法的な知識や，祝j量的な選動のパターンなどを選択的に集中づける受容の過程と，
とれに，忍考の操作(識別・補充・一般化)をはたらかせる解釈の過程とがある。 ζれらの過程によ
って，運動のしかたに関するみと公しや遂動官撃をイメージとして措くと とができるのである。
b 意志過程
運動像はたYちに運動として兵休的に表出されるものではな〈て，そとに，運動の動因(drive)
となる意志のはたらきかけが重要予なきめてとなっている。その程度は ，rとにか〈やってみようjと
か.rあくまでもやりとげるJといった決意・決断にお、ける質的な遠いはあろうが，意志過程は運動
実践にかける不可欠な姿因なのであろうe そして，そとにI'<t.積極性，忍耐，持久性，努力などの諸特
性が含められている。
C 情緒過程
認知過程と意志過程の総合として運動が実際に行なわれるのであるが，とれらのすべての過程に霊
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要なかかわりをもつのが感情，情緒のはたらさである。との関述についての機制は大脳生懇の商から
も実誕されていると乙ろであるが， 内際的，外面的な運動の過程と情緒過程とは笑に密銭な相互迷関
を保っている。主主動の結集として。気持がよいが N好きだ グNどきどきするグなどのさまざまな感じ
がもたれるようになる と同時に s とれらの感じが逆に思考や決意，かよび笑践に正あるいは負の努事需
を及dをしている。
d 社会的な蘭遠
体育の学習過程には.集団としての対人関係が重要な部lllJを占めている。運動場面には.力やわざ
をきそって俊劣や務長女なきめる場合治事いし，集団の秩序やムードの維持，その中~ニシける役割りや
役東な果たすなど，全体として s全体の中の一員として，また相対的な関係にかいて規制されている。
したがって ，責任，協力，遊法，樹土，所廃，安全などの社会的な併性がζとのほか要求されてくる。
ζのょっな函からみて ，体育の学習が社会的にきわめて有効なものだといわれるのであるが，選動技
能形成の観点からみる と，との社会的な関連はきわめて重要な位鐙を占めているととがわかる。級友
の試技が自己のものと鮮明に対比できるし，話し合いによって適確な理解がもたらされる。情緒的に
も京志的にも ，有形無形の安定感やはげましの基礎となっているととはみのが吃ない。
e 活動性
学習によって行動の質や程度をしだいに好ま しいものに変容するのに，いままでみてきたようなさ
まざまな要因が重要な機制をしていることがわかった。しかし，実際に行なわれる身休操作のしかた
にかいて，その量やj時間の配分，空間の活用，活動の機序などをどのようにするかが基本的な要件と
なって〈る。 ζれらの活動に関する内容を適正に調整する ζ とが， 学留に辛子けるlf!;~是な部商をなして
いるといえよう。
f 選動技術
自的志向的に運動を行なかうとする場合に，運動技術の適用はその根幹となる。これをぬきにして
は，効率の高い成条を期待できないのはいつまでもない。ととろで，遂動技術は誇科学によって究明
され， 実認Eされた怒論の裏づけをもっと岡崎に，人類の幾t詮紀にも及ぶ経験的な検症とによってしだ
いに石段されてきたもので，いっぱんに客観的で妥当だとされているし，普遍的なものである。また，
それらは科学の進展につれてよりすぐれたものがさらにうちだされてくるであろう。 ζの意味で，逐
動の局荷に公ける身体操作に適用される運動技術ほ，唯一で絶対なものではなくて，むしる，主体の
さまざまな特性に適合するように創意 ・く ふうをとらして適用される ζとが;lf，変であるう。だがら，
運動技術の反映されている運動のパターンを絶対なものとして，とれを強制し，押しつけるのではな
くて，一般的に共通すると岡崎に個性に適合する適用の過程をj頗序立てるとと と， それぞれに合され
る欝論づけを明確にしたJ話導が翠まれるのである@
g 体力
主体的な条件としてもっとも基本的に要求されるのが体力であり，運動過程の基底tこすえられるE
体力は，いっぱんに運動機能と形態的な特徴を含めた心身の総合的な能力の指標とされている。との
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体力は運動学習のすべての過程に反映され， 微妙な影響を及ぼしている。たとえば，その特質に応じ
て，言窓生瓜S程iこbける運動i象の構成や意志過程に£、ける意志の発動が調整されるのであろう し，情緒
泡穏にかいても接近や箇避の方向づけがなされるであるう。社会的な関連と活動性の決定iこ分いても，
大なり小なりの影響がもたらされる ζとになるのは当然な ζとと思われる。
以上，体育の学習過程にがける機銭的な構造を分析的な貌点から述べてきたのであるが，ζれらの諸
条件はさゑ習のそれぞれの過裂にかいて単ーにはたらいているというよりは ，むしろ有機的に密接な関連
を保ちながらはたらいているものと怠われる。すなわち，それらの総合的な統一，あるいは体制化(こよ
うて学習が成立しているとみることができょう。
(4) 運動技能の形成と学習態度
いままでにしばしば述べてきたように.ij!g型l技終の形成には，外面的に表わされる身体の動きを規制
し，方向づける機能として，認知，意志，情緒，社会性，活動性，運動技術，体力などの言者聖書因が密接
な構造迷関な保ちながらはたらいていると強調してきむつをり ，運動妓能はとれらの内面的，外面的
な諸条件が体制化される返程によって形成されるものであるとは援してきたのである。
いっぽう ，態度は， いるいるな対象や状況に対する反応の準備状態であり，その治在的な傾向性であ
ると要約してきた。構造的には，認知約な側面，情緒的な側面，品、よび意志的な側面そもつ ζと，公よ
びsその対象はきわめてl特殊な相や次元にあてはめられる とともに， 一放的なものにも適用されるもの
であると とを強翻してきた。そして， その作用は行動の質的なきだ答をと媒介するものであると述べてきた
のである。
とのように，連動技能の形成と態度のそれぞれの面に焦点をすえながら，その関係づけを考えてみる
と，相互の聞に実に深い腐遂のある ζと，o'推察できるのである。すなわち，学習怒度は運動技能の形成
に重聖書な影響を及ぼしていると同時に，連載技能の形成が逆に学習態度i二影響を与えている とみる ζと
ができる，とれらの関係を，.=.;J.ーカム (Newc omb， T. M.)の示した図式に代用してあてはめて
みよう。
(媒介変数〕 〔従属変数〕
主主主|
ζの図式にかいて，従属変数としての運動技能は，独立変数としての運動技術とその人の特性によっ
て直接に主主定されるのではな〈て，より一般的で持続的な潜在性向として向者を媒介する主体的条件に
よって，さまざまに変容されるわけである。との媒介変数として態度注どが併置づけられるのである。
ζの場合に，さきに述べた学習締法からみ;(lh'j:'，運動技能を主体的に形成しようとする体育学審にお、
いて， 運動の実践についての知識を獲得し ，忠芳し，運動像を棉'iltする認知過程に ，その人に特有なf;，i
向性があるわけである。また ，とれと同様にして，情緒過程，意表過程，社会的な関連，活動性の決定
などのそれぞれの側面に必いても，その学管態度が燦介変数としての強い影響を投げかけている。
したがるて，運動鋪Eの効率的な形成を中核的なね らいとする体育学脅では，その学習態度が好まし
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い状態にあるかどうかがきわめて重要な意味をもっているといえる。どのような学審態度カ溜ましいも
のであるかについて ，ζの研究をとシしてしだいに明確にしなければならないと思っているが，学習の
実際においてはたらく態度を好ましいものに形成し，変客するととが緊要な課題となるといえよう。
おハオつltiこも，懲役=治経験的な生活や学習の背景によって形成されたものであり，とれに関する研究の実
績にかいても，態度が徐々 に変答される可能性を含んでいる点をあげる ζとができる。また，その変容
淳論も可能な条件をいくつか脂綿している。乙れらの実績や建論を深く追求しながら， ζの研究を推進
してゆきたいと考えているが， ζれまでに研究の慈擁となる考え方定概指的にまとめたしだいである。
3 研究の目的
運動慌をの形成過程に影響を及ぼすグ学習態度'の様態糊らかにするとともに，その形成と変容に
白書する実験・実認E的な研究を行なって，学習指導改善の資にする。
4 研究の計画
(1) 研究仮説
運動技能の形成と，その質的な変容を終局的なねらいとする体瞥の学留活動を構造的な視点からみれ
ば，① ，遂動技術の適用 (2)，認知過程の体制化 管) 意志カの活用@情緒返程の級官官的な関連
@対人的，社会的な関係の活用⑥活動性の重量.E$.⑦体力の充実 などの諸条件が複雑で密接な
かかわりそもち，それらが総合的に統ーされる過程であるといえる。とれらの諸条件のどれをとりだし
てみても， 大きな問題を含んでいるのであるが，学留態度はとの学習構造の全体にかかわりをもってい
る。 学習の時点にかいては，レディネス(readiness)としてそれぞれの条件に指示的・潜在的な
方向づけと規制をしてがり，学習の累積的な過程をとなしてしだいに変容されていくものであるう。
研究を計衝するにあたり ，もっとも重要な難点は，との隣E的，説明的な概念である態度をどのよう
にして明確には獲でき るかというと とであっむこれがζの研究にシいてまず悠映されねばiならない長
大の問題であり， 焦点である。とれが解決されない限り，ついで問題となる変客の機態そ究明するとと
も，その変容に草子必ずる条件当ヒ探究する ζとも望み得ないのである。
そζで，態度は握の根拠と条件とを次の諸点に求めた。 -①態度は ，一定の範閣のタl的行動tこ共通な潜在変数であるから，とれらの変数にもし変化が起とつ
た場合には，とれらの行動にも一定の整合的な変化が起ζ るはずである。だから ，との外的行動に
よって態度を測定すると とができるであろう。
~) 態度の内面的な側面に視点をすえると ，態度は ，対象となる竜彦象や状態に実fする受容:[)しかたや
見方，考え方， ~京じ方にかける傾向性なのであるから ， それらがイメ ージ (image) として儲り
に拾かれるはずである。 ζれらを記号化してひきだせるのである玄いヵ、
@態、Eれま ，持続的な潜在的傾向性なのであるから，長期にわたる継続的な研究の手法によって一時
的なものや，オz能的なものと区別しては援できるであろう。
いずれにしても ，li震度そのものを直接には盤するととはで舎ないのであるから，態度がなんらかの商
で反里たされている外部的行動をてがかりとして，態度の実態省c推測しなければならないであろう。 しか
し，ζ の外部行動は態度を含み，その反映されたものとして重要警な意味をもってはいるが，それがただ
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ちに態度とみなすζとのできないものであるととは，いささでにもしばしば強調してきた。態度が外面
的に現わされる場合には， 内的，外的な刺激による般の婆図がはいりとんでくるとみ られるからで，と
の辺の事情をじゅうぶんに考慮に入れるととがとの研究にbける慈本条件となろう。
(2) 研究の方法と年次計画
@ 研究採録への焦点的なアブローチ
a 学審態度の実態は援一一一〔第1年次研究〕
第1年次研究としては， 実際の学習の場にかける児童量生徒の掌習恕度の様穫をは控Fるζ とをねらい
とし， 具体的には ，衣のような方法とてつづきをとった。
ア.態度の本質宏明らかにするための想論研究
ィ.学習場面にかける予備的な動態観察と籍調査
ク・運動場面調査問題の作成と実施
エ.実験的学留指導の実施と3D法の適用
以上の方法とてつづきEに関する内容は，研究(.m 1年次)の級委のZ震に公いて詳細に述べる予定であ
る。
b 学習濃度の形成と変容に関する実験と検証一一一〔 第2年次研究〕
c 学審態度の変容に関する学習指殺体系の凝立一一一〔第 5年次研究j
③ 研究の対象
a 児童・ 生徒
小学校・に介いては， 第 1年次では主として第 4学年を， 第 2年;7<，ま第 5学年寄r，第5年次には第 6学
年の児童を対象として研究を行なう。中学校では， 小学校と同様な方法で第 1年次では主として第1学
年，第2年次に第2学年，第5年次には第5学年の生徒を対象とする。とのために， 研究の協力学校・
学級を定め，児童生徒宏5カ年間回定して継続的，発展的な研究のできるようにする。
b 領按
とりあげる運動の領域は s主として器械運動と陸上競技(運動)に限定したいと考えている。
E 研究の概要
1 学習態度に関する予備調査
(1) この調査を実施する基本的な考えかた
学官E態伎の様態をは握する試みとして，てはじめに行なったのがζの諦歪である。そして，ζの調査
に'運動に関する興味 グの調査と， H運動場商務査 Hの二つを含めてあるが，どのような三考え方に基づ
いてとれらの調査をとりあげたかを明らかにしてかきたい。
a 運動に関する興味
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ある対象に於ずる積極的・選択的な心構えを関心とよんでいるが， ζれに情緒的緊張の伴うものをい
っばんに興味といっている。ととで，選択的といっているのは，好怒あるいは受容と短否の機能をさし
ている。 との興味~t ，ある対象に対する反応を方向づける機能と， グある経験に熱中するようになり，
それを継続する傾向'というように行動に対する指示的な機能をもっととからみれば ，興味は熊度のー
っとみなすととがで8る。
との興味は ，行動に対する能力との関速にがいて益要な意味をもっている。もちるん，ある事|象とか
行動に対する能力が，それに適合しなければ興味・は生まれてとないが，ある活動に興味をもって熱中す
ればその能力は促進され，それによって，さらに興味が助長されるととになる。このように，行動と興
味とには係・2質的なかかわりがあり ，教育的にみて興味な発達させる ζとは1ft要な線題でもある。
ととるで，運動に対する興味は，児童生徒のもっている休力の程度や材料的な発達と ，遥勤に対する
経験的な'背最とに深いかかわりをもっている。とれらの総理的 ・情緒的な総合として運動を受容したり，
抱否したり ，あるいは好むとかさらいという反応傾向をもつようになる。とのような観点からみて，興
味のが査をするζ とは，すなわち態度の様態を切らかにするうえで重姿な意味をもっといえよう。
b 運動場面調窓
運動が具体的に展開される場面は ，その種目や厳#L実施する人などに応、じてさまざまであるし ，時
間の紐~につれて複雑で多様な変化をするものである。しかし，その局面に公いてどのような勤ぎがな
されるかを縦断的にとらえるととは容易である。とれが過去からの連続的動きであり ，未来への発展系
列に位置づけられているひととまであるととはいうまでもない。との一連の運動過程には，さきにみて
きたように ， 心翠的 . 情緒的 ， 社会的なはたらきが作用をすると同町こ ， 態度の影響が噴いカ~及ぼし
ている。そのひとζまとし・ての運動の断目おこないても，とれと変わるとこるはないのである。
遊説jの場面に条件づけをした場合に，その特殊な状況に対する反応はある程度限定されたものとなる
という予想がたてられる。 ζの限定される内容に態度の構造に基づいて，運動を行なう場合の心的なそ
れぞれの働さをもり ζむようにすれば，そのような傾向性そもつ者は，ζれらの中から類似しているか
または湾様な佐賀に対して同調を示すζ とになるであろう。
とのような考え.かたにもとづいて，運動場商に条件づけをし，予想される国芯として態度の多蕊的な
内容を選択肢にもりとんだのである。との場面構成を数多く行なって，それらに禿げる反応を総合的に
まとめてみれば，運動場面に対応する内面・外部に辛子ける機能の傾向性をは援できると考えられる。
(2) 鈎査の邑的
スポーツやνクリェーション ，ならびに体育学習についての興味，感じ，考えかた，行動のしかたに
がける傾向性をは録し ，学習態度の年齢による発達の綴態を明ら刺こする。
(3 )悶資の内容と術進
との調査は ，(β 述動に関する興味 @ 運動場面に剣応する意識的，実際的な反応、 を調べるこつ
の調査から様成されているが，とれらのものにはそれぞれ衣のような統治づけがなされている。
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①運動}こ関する興味調査
〔調査問題〕
L スポー γやレデ リェ->ta '/について ，どのような興味をもっていますか。次の間いのそれぞtもたついて答えなさい。
(1)自分で実践に.iIi動するのは
7.とてh好きだ ィ， 好きなほうだ ワ，と、 らでもない エ， きらいなほうだ ォ.とてhきらいだ
好き疋 (7.イ)と答えた者は，その理由をeXの中から
ひとつだけ選びだしなさい。
a. .運動能力がすぐれていると患うから
b，人からI'lめられるととが多いから
C.保健によいとiまうから
d.就絵や進学民事事lになると怠うから
e . 両~ . 先生，友だちにすすめちれたかb
f.なんとなく楽しいから
g. 
(2)遥l!hしているのを見たり， 聞いたりするの住
きらいだ (工 ，ォ)と答えた者は，その理由を~の中から
ひとつだけ選びだしなさい。
II .ぶ~用で ， 体カ 1、ないから
b.人1L笑われると企が多いから
C.からだに障害があるから
d，総務や進学に支障があると患うから
e.前観lt.とめられているから
f，なんとなくいやだから
g. 
7，とても好きだ ィ，好きなほうだ ゥ.どちらでhない 玉， きらいなほう』ピ ォ，とてもきらいだ
好舎だ(7，ィ)と答えた者は，そのn由を次の中から
ひとつだけ選びだしなさい。
a..すぐれたプレー を 自分で行なっているように思えるbら
b.そ0}i1!l効や運動の規則についてよ〈知っτいるから
C，じようずな者とへたな者との区JlI!がつくから
d.好きな人や好きなティー ムがあるから
e，まじめな感度や7ェアプレーがHきti.から
f • il童書技術の研究ができるから
g • 8寺簡をもてあましているととが多いから
h，なんとなく好きだから
1， 
2 体育の学習について，どのような興味を待っていますか。
きらいだ (工，ォ)と答えた~は，その恕出 を ì7.の中から
ひとつtiけ選びだしなきい。
a，勉強がいそがしいから
b，家業のてっteいが多いから
C，連動以外のiIl，*があるから
d.から必に障害があるから
e.その運動や逆効のi露出jをあまりよく知っていないから
f，経締約によゅうがないかb
g. rmiti!などからとめられているから
h.なんとた〈いやだかb
1. 
7.とても好きだ イ.nきなほうだ ウ，どちらでもない ヱ，きらいなt1うだ オ， とてもきらいだ
(2) j連動場面議室
a (調 査問題〕
次のような運動場面では，どのような感じゃ考え方をするととが多いで7かいlト0ω}.また.実際にはどのような行部、をする
ととが多いですか{Ulト(紛いそれぞれの籾いについて，あてはまるものをひとつだけ選んで，その符号をOで問みなきい。
応答する混合には ，あれとれと考土すぎたり ，道徳的な意識に左右されないようにして.il鎖的に浮んだイメー クや判断IL基づいて
答えなさい。
(1) 自分より速い人といっしょに走らなければならないとき
7，なんとしても紛ってやろうと恩う
イ.負けるのがあたりまえたのだと患う
ウ.その人がζるベばよいと忽う
エ，勝敗にとだわらないで，いっLょうけんめい走るう と忽う
オ，とて hいやな惑じがする
金.
(2) γ7トポ-/VIJ)試合で，~ ン ネノレやハ YプJνなどの重大な
エラー をしでかしたとき
ア，自分のティーム的人に品うしわけないと患う
イ，とのIXもまたエラー するのでないかと心配になる
O，Lんどはがっちりと繍Eまして，エラーをとりかえLτJt
ろうと忍う
エ，たまにエラー τるのはあたりまえだと怠う
オ，友だblt笑われているような気がする
カ，
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(3)運動会のリレー で，梢手Rこ抜かれたとき
i. 反対IC~きかえしてやるう と患う
イ，張りつめた気持がいっしゅんに抜けτl忌ラような気がする
ヲ，抜かれても平気だと息、う
エ，とても〈やし〈てならない
オ，自分のティー ムの人にすまないと患う
担.
(4) 7ァイ Yプレー をしたとき
7.とて払きわやかな気分できもちがよい
イ，人に低めてもらいたいと思う
ワ， ぐうぜんにでき1tOJで，だれでhできると主だと患う
r. .やればできるという自信がわき， ζれからもりっぽなプレ
をーしようと思う
オ，とてhと〈いで.うきうきする
カ，
(5)みんなの約で槙範をしろといわれたとき
ア，練習のときと侭じにらくな気持でやるうk患う
イ，とてもとくいな気分になる
1) .はずかしく"(.ほうっとなりがちだ
エ，からだがかたくなっτ，思う ようにできないような気がす
る十
ォ.りっぱにやってみせようと患う
カ，
(6)友だちから動作め欠点を指摘されたとき
7.さっそく，なおすようにしよう k患う
ィ、反対lt:友だちの欠点をきがしτやろうと怠う
ウ.それはわかっているのだが.できないだけだと患う
エ，なまいきなやつ疋と患い.いやな感じがする
オ， ありがたいと患う
カ，
(7)よくわかっているけれど，実際Kは，うまくできないとき
7.ドリルがたりないのだから.もっと綴奮を多くはうと患う
し巡動能力で弱い面があるのだから，それを制いようと患う
ウ，練習のしかたがまずいと患うので，もっとよい方法をくふ
うしようと思う
エ，建議と実際とは.うま〈結びつかむいのだから，できな〈
てもLかたのないととだと思う
オ.うまくできなくとも，練習のしかたを知っているととがた
いせつだと思う
担.
(8)投球がそれてしまい，わきみをしている友だちの頭時たった鰭
7.bきみをしτぼんやりしτいる者が啄いのだと患う
イ.f，うしわけなかととをしたと思う
ウ.自分のなげかたがl!lいのだから，とんどは正しく役げよう
と思う
工.'11:いしたととではないと思う
オ，自分がいやになってしまう
カ，
{の けがをLて.見学をしなければならないとき
r.蓮識をしている者がうらやまし〈てならない
イ.学習の要点をノー トにまとめτおとうと思う
ウ，けがをしたのが残念でならない
工.見学するtまうがかえって気楽だと.{!!.う
オ，見学しながら，ほかのf(flの勉強をしてい，ょうと思う
カ，
(10)段かの者がうまくなるのに，いくらやって吋分耐うま〈
できないとき
1.自分はほんとうにだめなんだk思いとむ
-1.自分だってもっとやれば，ひとなみにできるべだと思う
1) .きdばり とあきらめようと思う
エ，できる者がうらやましくてならない
オ，練習のしかたが惑いのでないかと思う
カ，
(10用兵当容にあたったとき
1.できるだけ早〈行って ，間呉を準備する
イ，口実をつくったり，除かの舟事をするようにする
ワ，いやいやながら準備する
エ，当番を代わってくれるように，友だちに緩む
オ，みんなといっしょに飽カして準備する
カ，
(12)訟伎の瀬容がなかなかまわってζないとき
1.もどかしくてやきもきする
-i .むだむをfヒたいたり.iコきみをしtいる ζとが辛い
ゥ.友だもの試技をよく見ている
エ，自分の醤になったら，うまくやろうといろいろ考えて待つ
ている
オ，いつまでも，自分の番がとなければよい
骨.
(13) '17トポー Jレで，いつも工ラー ばかりする友人とティー ムを
組んだとき
了，エラー をするたび花，どな切っけtり，なじったりする
イ，エラー をする原因を緩衝1.それをなおさせるようにする
ウ，ボー ルのあまりとないようなポグジョンにつかせる
エ， 自分は，エラ をーLないように気持をひきしめる
オ，:f-ー んがとんでゆくたびに.はっとなる
カ.
(4)試合をLτ ，大接戦の末広負けたとき
T，くやしくて.Lぜんに涙がでたり，または，じっと涙をと
らえている
イ，悲しいけれど.それを表情や動作に表わさないIうにする
ウ，相手のティー ムを祝福じて，扮手をおくる
エ，理由をあげて.あれζれと負けたととのいいわけをする
ヌt，いっしょうけんめいにキったのだから，負けτもしかたが
ない
カ，
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。a練習のとき.fうぜんー度だけうま〈できたが，その後い〈
らやってもできないとき
i.気持がいらいらするばかりで.じれったくなる
イ，できなし、理由を冷静に考えて， 惑い点をなおすようにする
ウ，きっぱりとあきらめてしまいやすい
エ.しばらく休んでから練習をする
ォ.できたときの~態 を頭の中でま とめながら練習する
台.
06)自分の守備範箇に打~がとんできたとき
7，いっしゅんはっとして，からだがかた〈なる
.( .打uのスピードやバウン ドの状態をよくみきわめながら，
みがまえる
ウ，反射的に打Eまのくる方向ヘダッνュする
エ，思わず自をつぶってしまう
オ，織れる穂留内にポー ルのとろがってくるのを待っτいる
カ.
。司まだうまくできないのに，来週テストをするといわれたと き
7. 放il~監を利用して，毎日いっしょうけんめいに練習をする
イ，できな〈てもしかたがないとあきらめてしまう
。，練習をしようと思うが，つい ，さぼっτしまう
エ.家の人や高校生の指導を受けて練習し，うまくできるよう
にがんばる
ォ.友だちがきそって〈れれば，いっし.tlt鍛奮する
7J. 
b 問題の修造
第 1衰弱軍習題の構造妻賢
kdJ! ! 2 I 3 4 s 6 7 
合理的 イ ウ イ
思考 内省的 T ウ
剥己的 1 エ
強 国エ ウ ア エ 了
怠志 薄 弱
安 定 ウ ア 7 
情緒
動 揺 4 ウ
優位~ オ 4 
議
ウ
感性 劣等感 .tl:t 
不安感 才 イ エ z 
1量 気 T エ イ :t 
気 性 弱 気 ウオ
協調的 ア オ オ イ
社会性 攻撃的 ウ イ 7 
不適応 エ
積伝的
活動性 消極的
(18)長距離(持久)走で，とても苦しくなったとき
T.なに〈そと気をひきしめる
イ，スピー ドをiHして漆呼吸を1....元気をとり hどす
ウ.だれでh苦しいのだと rがまんして走る
エ.t.ちゅうでやめてしまう
才，歩いて hよいから，きいどまでやりとおす
カ.
(19)走り高とぴで，いままでtんだととのない高きをとぼうとす
るとき
7.腕がどきどきして ，なかなか走り出せない
イ，みど主にkぴ越してやるうとはりきる
ウ.高きを気Rこしないで .7;cー ムをまとめてとぶようにする
エ，とび越せないような気がするが，とにか〈とんでみ事
.t.とわくて， 走りだす元気がなくなる
カ，
側鉄棒運動をしτいて，どう もうまくできないとき
7.どとが悪いのかをひとりでよく考え，くふうもて練習を蓋
ねる
イ，先生や友だちにみて私らい，悪いととるを教えてもらう
ウ，くよ〈よ考えないで，いっしょうけんめいに練習をする
エ，うまくできる人のやりかたをまねてやってみる
ォ.いくらやってhできないのだと，あきらめてしまう
責.
実 践
計
9 I 10 11 12 13 14 1 5 1 6 1 7 18 19 20 
イ ウ 4 工 イ 工 イ イ
ウ .t エ イ :t T 29 
.t 4 エ エ イ エ
エ 4 7ウ
ウ ウ ウ エ .t 13 
オ ワ
7 エ ア 7 7 
1Z 
7 12 
;t エ :t 
7 4 
7 
11 
工 1 
オ喝 イ 勺
7 14 
イ イ
7 ウ ア オ ウ
ま3 主 才オ 9 
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a': 1 :.N，ま運動場面調査の崎忽にフいての併進を示すもので，巡鋭場面に対応して働く心源的，社会8':)，
活i4的な内容がそれぞれの問簡の選択肢ー にもりとまれているととを示している。
解答をする場合には，偲々の問jgl二それぞれプ--*の 5つの選択肢があるが，その五つのゆからただ
ひとつの選択肢だけに反応するし〈みになっている。 ζの選択肢は表に示してあるように，思考.，tι， 
情緒.感性，気性，社会性，活動性の融持にくくるととのできる内科そも りとむように問題を締成して
ある。したがって.1 -2 0のそれぞれの問題に反応する場合には，とれらの滋択肢の中から自己の判
断にもとづいて最も適切なものを選ぶととになるのである。とれには，自己の心的な携えに最も共感で
きるか，共応でき るものを込ぶのであるう。それは，その人の態度そ反映するとみるととができょう。
同じカテゴリーに含まれる内容を慾多〈滋ぶζとになるのか，まるで異質な内容を選ぶζとが多いのか
は，その人の持つレデネスとしての感度によって影響されるととカ移いのではあるまいカ也
(.) 関査の対象
ζの側資は研究協力学校(新書弘前i'J浜名!l小学校，弱震中学校 )の小企手校では.4・ 5・ 6学年，中学
校では 1・2・5学年のそれぞれの学年について 2学級ずつf約 10 0名)の児童生徒を対象として ，
質問紙調査で行なった。
(6) 結果と考察
① 運動に関する興味
a 運動の実態
第 1~はスポーツやレクり r ーシ，ンとしての運動を笑際に行なうととに対する興味の応答率そパー
グラフで示したものである。
第 II!;?J スポーツやνクリェーションを実際、に行なうとと
小判~~勿勿勿勿Zづククμづμ5μづラ介↑、ぷぷ戸j戸戸〆:三ι♂f三..三: 三;三三f主之:三三.，訂?
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とれによってわかるとかり， 男子では約 8 日~ 90 %，女子では約品目-80%に及ぶ大部分の者が
運動の実践に刻する綴縫的な興味そもっている。 とれと対照的に， 避動を行なうのはきらいだという消
極的な反応、を示しているのは男子で 2~ 8係， 女子では6-21<%で，はるかに低い割合いなのがわか
る。
好きだとかきらいだという反応は，さきに述べたように，対象となる事象や状態， 辛子よび外的行動に
対する感性的，f.罪性的な判断に強い情緒のベーJレがかぶさったものである。それが態度として重要な意
味をもつのは ，行動に対する受容と矩否の選択的な方向づけぞする点にある。積徳的な興味をもっ対象
にはさかんな意欲を燃やしてとりくむが，消極的な興味の対象を恒!避するという反応、のみられる ζとか
らみても，興味と行動の質的な内容は密接なかかわりをもっているといえる。
とのような視点から改めて第 1図を・みると， 男女ともに大部分の者が好ましい反応芯示してはいる杭
消極的な興味をもっ2- 2' 1婦の老若r-，どのようにして積極的な方向に近づけひきあげるかが大きな問
怒となるのである。
*-にζれらの反応、の漂白を第2図，第五図によってみる と，運動φ実践を草子む理由でもっとも応答率
の高いのは'なんとなく楽しいから'とするものであるし ，他は図によってわかるようにいずれも低い
割合いである。
グきらいだ'と応答した絶倒数が少ないので。その応答率はいずれも低率
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また，~らいな理由では，
を示している。
第 2図 スポーツ・レクり a ーションの笑践を好む王手由
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ととろで，運動に関する興味は，その背禁に運動との対応、に分ける自己の遵動員肋の程度や精神的な
発達段階，運動の経験的な累積などがあり，それらの総合的な評価としてなされるものであろう。だか
ら，興味の内容は方向とか強さを伴って複雑な構成をしていると忽われるが，比較的に単純なものや根
強いものを含んでいるであるう。感情支配の強いものや，認知的な色彩の被いもの，また価値づけられ
たものなど，その様態は多様である。したがって， ζの様態の傾向を知ると同時に，その内容そも吟味
してその特質を明らかにするととが必要となって〈る。
運動への綾嘩約な興味をもつように方向づけるととが体育の学習ro導で大会な役割りとなるのである
から ，ζれらの反応傾向をは鑓するととは，その変容の問題と解決ぞ含みながら態度研究のてはじめと
なろう。
スポーツの見学と勝取
試合やテレピジョン ，ラヅオなどによってスポーツヨヒ見たり聞いたりするととについての興味では，
第 4図にその応答率をJ_グラアで示したが，ががよその傾向は第1図で示Lえものと似カミよってしもととがま坊も。
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〔女〕
しかし ， 前者 と異なる主要な点は，女子にFいて'好きだ gと答えた者の割合いが約78-97~ と ふ
きため右京家を示しているζとである。ととに，中学校の2・ 5学年の女子にとの傾向が馨しいととがわ
かる。 ととるが，彼女らは実際に運動をする!ll!床では，さきの閣によってみられると 余りそれほど広Z容
を示してはいないのである。その好む恐由を示したのが第5図であるが，グなんとなく 好きだ'と答え
た者がやや認さ容を示し，ζとに女子ではそれぞれの学年で男子よりも多いζとが注目される。
グきらいだ'という漂白は第4図で示したので参照されたい。
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体育学習についてc 
~7 図は体育学習についての興味を調べたものであるが， 男子では好きだという応答;率jJ，学年の進む
につれて低〈なっているととが注目される。女子では ，前の2つの図に示されたものよりは.との割合
がはì.5かに低い点、と，どっちつかずの者の割合いが 1 ~年の進むにつれて 7 ~ 3 6 lJ6としだいに多 くな
ってし、る。
スポ-')1やレクリェーションとして気軽に行なったり ，ζれを観覧するととについては ，かなりの者
念演味をもっている ζとがわかったが，体育学習についての興味は単年の進むにつれてイ長率を示すよう
になるととと ，とくに，女子では前 2図と比較して大会な関舎が示されているζとは注目すべきととで
ある。
自由な時間や銭外で行なうスポーツ とかνクリェーションに比べて，体育の学膏活動にはい〈つかの
条件ヵ:附随してくる。
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その諸条件のあるものが ，児童生徒の欲求を阻止したり，彼らの活動の障害となっている ζとがある
とすれば，体育2学習の本質にもとる ζとだといえよう。しかし， 個人差の多い児言量生徒がすべて一律に
その学習に務t霊的な興味を示すものとは思われないが，前2図との比較にふ、いて大きな差を示すととは，
問題であるう。
ζとに，体脊学留によってさまざまなねらい守達成させようとする意図をもり とんだ指導を展開する
場合に ，積極的な参加の意欲はその究操をある移.度規定する主体的な条件であるといえる。その意歓が，
その人の持つ態肢としての興味に左右されている箇があるのだから，とれらの反応傾向を総合的には獲
し ， 問題の所在を分析・吟味する ζとと. ~ましい態度のを変容をもたらす:rn導の改警がなされねばなら
ないであろう。 ζのような窓妹にシいて，との静査の結来を総括的には護してお、く必要警があろう。
③ 運動場商に対応する態度
a t，反格
第8， 9図は男子と女子がよび学年どとについ
てのζの調査の結架をそれぞれの項Bによってそ
の応答率を示したものである。 ζの応答率は問題
の熔E立が数的にふぞろいなので，均一に介布ずる
ような換算点によって平等な基準をもとめたもの
である。
ア 思考性について
運動場蔚にかいて働らく思考は身体の操作をど
のようにしたらよいか というととと結びつけられ
るが，それには自己の長短がどとにあるかについ
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て思考をめぐらすし ，その長所をいっそう助長し ，短所を矯正するのにどのような客観的な法剣性な適
用したらよいかを考えるであろう。とのような意味で，前者を内省的思考，後者を合i!l!的思考と呼ぶと
とにした。また ，自己本位にものどとを考える商を利己的思考とした。そして， ζのよ うな思考の様相
を総括して思考性としたのである。
ととるで， ζの思考性では，努女ともに利己的，合理的思考に比べて内省的思考y，r働かしている者が
多いととがわかる。女子では， ζの思考が学年の進むにつれてやや低下している。 科学的，令想的に思
考する傾向の少ない点には反省さ るべ~ ïïiiがあろう。
イ 意志位について
運動場関に働く意志的立制向よし1=.ぽ，あくまでもやりとげるとか，苦しいζ ともがまんしてやると
h 集中的に行なうとかという簡があるが，ζれらに相当する商を意志強聞とし，守れと法号車的な苗を
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意志薄弱とした。とのような意志の様相そくくっ
て意志位としたのである。
との意志位では，意志の強固な傾向が意志簿弱
にくらべて多いととがわかるが，学年の進むにつ
れてとの傾向がしだいに低下し， 逆4こ意志薄弱が
多〈なっているのが注目される。
つ 情緒性につt、て
運動を行なって ，すがすがしいとか，とてもさ
わやかだとかいう情緒的な傾向を情緒安定とし ，
試合に負けて< .~干しいとか ， いやな感じがする
という商を情緒不安定とし ，とのような傾向性を
情緒性とく くったのである。
情緒安定と情緒的動揺との傾向には，さほど大
きな開きが示されていないが，女子では ，学年の
進むにつれて動揺的な傾向が上白わるようになるととが明らかである。
エ 感性につ，、て
運威揚箇にのぞんで，えたいの知れない不安感はしじゅうつきま とってはなれないもので，ζとに極
端な緊張場菌にないてはいっそう強いのである。 ζの不安感 ， 優越~，劣等感を含めて ，との調査ーでは
感性と呼ぶととにした。 .，
感性についての応答率は，男女ともにきわめて低率であるが，不安感が他よりもやや上回ってがり ，
と〈に，男子では学年の進むにつれて高喜容を示している ζとが注Bされる。
オ 気性について
試合や渓走場箇などに卦いて ，なんとしても勝ってやろうとか，負けても抜きかえしてやろう といっ
た社会的支配の強い場合を勝気とよび，消極的でひっとみじあんを弱気と規定し，とれをひっくるめて
気性とした。乙れで男女とも同じよ うな傾向を示し ，学年の進むにつれて弱気が多くなっている。気性
は意志的な安思や感性と深いつながり宅どもっているものと怠われるが，それらの傾向併と共通する部面
のある ζとはみのがせないであろう。
カ 社会牲について
対人的なかかわりは運動場面に卦いて切り敵すととのできない重要なファクターであるといえよう。
イ告と協力し，はげましあい，観察しあい，はたし合うなど有形，無形の影響は将互に大きなものが品うる。
ととろが，運動場面には他と得点やわざを緩い合い相対的に優劣を決める場合が多いととなどから ，エ
キサイトする場簡も数多く展開される。とのような特性から相手を攻撃したり ，余としいれたりする言
動がともなうのもありうるととであろう。また ，社会的に不適応、な現象もひさ主宰?とされるであろう。
ζのような内容を含んだ社会性では ，協調性にかいて他と比べて会わめてrfIiい応答ぷを示し，それが
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男子ではと くに， 学年の進むにつれてしだいに広務を示すζ とは発途的な特性と共通する簡もあるので
あろうが，運動要因としてきわめて大きなクエイトを占めているといえよう。攻撃的な傾向では，男子
にお、いて，しだいにそのよ亡、答2院が低下していく ζとは協関絵とあざやかなコントラスト を示している。
キ活動性について
運動場面に念いて，具体的にどのような活動ぞ展開するかという ζ とが，運動の中核になるζとはい
うまでもない。量，質ともに，その場面でもっとも適切な活動として行なうためには，その活動が意欲
にみちあふれた積極さと，礎自たる信念の背景によるととカ温室しい。 ζのよう な意味で，活動に対す
る積極的，あるいは消極的な構えをふくむものとして活動性となづけたのである。 ζの活動性にシいて
は，男女ともに積極きが厳重区をホぜば消極きは対照的に低率そ示す とい勺 コン トラス トを拾いている。
積続的活動性は中だるみの傾向がみられるが，消極的活動性に比べてつねに高惑を占めているのカ哨i色
といえる。
以上述ぺてきたように ，運動場面に働く心的な傾向性としての態度の特色そ概観したのであるが，務
員提的に表出されている巡動の身体操作に， 思考的，意志的，情緒的，社会的，感性的， 活動的などそれ
ぞれの運動要因がはたらいている ζとがわかった。 1主総的，あるいは無造作にうけとれる身体の活動に
も，とれらのさまざまなはたらきがそれぞれの特性を生かしながら発揮されているわけである。
b 特性の分析
週!動場面にお‘ける態度をさらに巨視的な視点でまとめたのが第 10図.:$>'よび第 11図である。第 10
図はそオUぞれ七つの側面についての符色を示すと岡崎に.それらt.J;他との関係にお・ける位埋まづけ，なら
びに ，学年による発達の傾向と性別による特色が比較できるようにした。
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とれによると .もっとも応答率の高いものは
意志位であり ，情緒性がとれについでいるとと，
感性がもっ とも低い応答率を示しているととが
わかる。さまざまな運動場面にお、いて， よかれ
あしかれ，意志的な要因がイ也に比べて多くはた
らいているという ζ とができる。優越，劣等，
不安感などの感性的な要因は，他に比べて ，き
わめて少ない割合いではたらいているとみる と
ともできょう。
ζれそ多角形図表で示したのが第11図であ
る。
窓度の特性を示す多角形図表第 II鴎
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第 11図は，態度のそれぞれの特性を多角形図表で示したもので，性別，学年別による発遂の傾向を
知るうえで使であろう。
総体的?こは.W軸(意志性 )カ可i1lのものに比べてっき出てかり， 意志的なはたらきが運動場面で多〈
豊要求されている乙とがわかる。をた.F軸(感性)が低〈位萱づけられているととも特色といえよう。
性別による特異性では .A軸(活動性 〉とB戦(情緒性)，F輸(感性 )にがいて開きのみられる点
で，とれらの特性が学年の異たるにつれて変動しているととがわかるのである。
C 総合的な考察と問題点
学習態度に関する予備調査として実施した'起動に衡する興味'ならびに P運動場面に対応する態度'
の静査によって，児率生徒がレディネスと していただいている運動に対する態度の綴態を統括的には
援するととができたが，それらにば解決されなければならない問題も数多〈含まれているのである。と
の問題解決は，研究のめざす包標であって，芦!:;':ちに適切な方途が実在的な背紫に三基づいて立てられる
ものではない。とれらの開資は，態度研究にまpいて義礎的な位置づけがなきれるもので，むしろ，態度
研究のてはじめという色彩が縫いものである。
ζのような性格をもっとの諦査によっては怒した態度の様熊と ，それに関する問題点を要約すると
次のようなものがあげられる6
0 児賃金後の大部分の者は，運動に関する積極的な興味をもってい る。
しかし ，との興味はスポーツとかνクリェージョ ンとして自由なムー ドにつhまれて行なったり ，見
たり ，関いたりするものに比べて，体育学習1:.)(すする興味は低主義で，との傾向が学年の進むにつれて矯
加を示している。運動そのものに本質的な違いはないのであるが.体育学習と して行なわれる という条
件と ， 自由'tt.立場が強調される条件との途いだけで処謬で~・ ない問題であろう。
~t.と ，学?容の効果を高めるという的援に会いて ， 運動にますする消極的な興味そもつ若宮 ， 積極的な方
向に近づけ，ひきあげるととカ2学習箔導上の重姿な問題となる。
0 運動の実際的な場爾では，心理的，情緒的社会的な機能力i内蔚にはたらいている。
との3周査を通じて運動を規定し， 方向づけるという作用として意識を度外視する ζとはできないと と
と，ζの構造的なそれぞれの側面からの分併にもとづ〈後能的な線績もか公よそは復するととができた。
しかし.それらカ蒋続的な潜在l生向としてはたらいてい るものなのか.またそれらの望ましいプロポー
シ国 ンを創り出すととができるのか，という問題は今後に主主された線Eきである。
2 実験的学習指導
(1) 実験の主要なねらい
学習態度に関する予備静査によって，児j芝生徒の遂勤に対する慈sf.の僚主主を統括的には湿してきたの
であるが，との基磁的な研究についで第2年次研究の核心となる実験的学留指導にとりくんだ。との実
験には，次のような諸点を明らかにしようとするねらいがある。
。体育学習に対するレディネスとしての態度の変容
。学習の進行にともなってもたらされる態度の変容
。態度の変容をもたらす諸条件
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体育学習の終局的なねらいは運動技能の形成にあるととはすでに述べた。 ζの実験では ，速勤技能の
形成過程とのかかわりにかいて ，以上の諸点を究明しよう としているのである。そして，との結果にも
とづいて，さらに第2年次，第 3年衣研究を後進しょラと考えている。
(2) 実験の方法とてつづきの被害空
(!) S D~去の遜用
ききに述べたように ，態度は外部行動に対する君主イ滞状態であり，それを規制し ，方向づける機能をも
っ媒介変数(rnediatingvariables)として位置づけられるもので，その構造は ，行動と結
びっくさまざまな刺激宏受容して解釈する認知的な側原，直接に行動の動因となる殺志的な側面，事、ょ
びとれらと相tlP不荷量な関連にかいて行動を規制したり ，あるいは行動からの影響を受ける情緒的な側面
とに分析する ζ とができFる。とのような内面的，心的な傾向性としての態度を明確には鐙するととは，
きわめて困難だといえよう。
そζで，イメーヅ(i rna g e )研究の手法と してとこ数年来から用いられるようになってきた hSD
法 勺 Semantic Defferential Method)に注目し，意味表象としての思考や野解の様車誌
ならびに情緒的に伴う感じなどをひさを出そうと考えたのである。 SD法は ，特定の事象や状態に実fする
論理的評価，感性的評価，カ毅j位-， ならびに巨大性などのイメージ特性をは援するために ，因子分析に
もとづいて意味づけされた形容詞を用い，反応の強さを尺度化するととによって数量化をはかつている
測定法である。 (なが， SD法についての詳細な内容は ，島田研究員の論文に取り扱われているので，
それを参照されたい。 〉
ととろで ，体育学習は児童生徒の体力を基底とし ，認知的，意志的，情緒的，桂強的，活動的なそれ
ぞれの測面にがける機能ぷ体制化される学習構造にお、いて成立している。 とのような構造での学習場面
に辛子いて活動する児童生徒の心的 ・内面的なはたらきを採ぐるには，SD詰合会そのまま適用してみてもじ
ゅうぶんな成来は期待できないのであるから， ζのSD法をなんらかの方法で改訂する必要がある。と
くに，意志的，社会的，情動的な側面のはたらきがみちれるように， S D法にそれらを加味して改訂S
D法一試案一役作成して適用するととにした。 ζの試薬を作成する過程にも曲折を経たことはいうまで
もない。
@ 実験的学習指導の要件
現行の組織休系に訟いては， l学級が単位として学習がたされている。 との研究も ，ζの現実に即応で
きるように学習単位としての学級集団を対象として実験を行なうととと した。
ぜた ，学習指導の実際には ，その教師の教務観または体脊観が反狭されるのであるから，とれに対応
して実に多J惨な様態が展開されているものと思われるが，ζの実験と しての学習指導では，比較的に一
般的で楼主量的な信導を行なう という前提に公いて計画し，実施した。 ζの実験でとくに衝窓した点は ，
ュ，~
衣のようなものであった。
ア.適用される逮節減安術省r客観的な視保で介析し，その婆点を視・耳苦境的な方法によってi直線には援
させるとともに，じゅうぶんに努解さぜる ζと。
イ・安会で楽しい学ijlのふんいきが保たれるように，たえず意を用いるとと。
- 50ー
ク.集団の成員がお、互いに協力し， 励ましあい，観察して修正しあうなどの社会性が発需できるよう
にくふうするとと。
エ.量的にも ，質的にもじゅうぶんな活動がえEされるように，用具ー の整備・充実を図り ，指導の手!演
を吟味・検討して適用すると と。
ォ.主体的で稜礎的な学習が展開されるように，動機づけや評価の蘭にくふうなζ らすとと。
③ 実験の手法と手順
a.研究協力学絞・学級の設定 e
b.手1覧
7.νディネス調査{プレテスト〉
新しい~材を学習する時点にがいて ， 児童生徒のもっている資質的な内容 ， 題材についての知識・理
解，必よび窓度，運動崩をなどに関するレテ・ィ ネス調査をヨ貨のととがらについて行なった。
。身体発達，知能
。運動能力の測定
。溺材についての知識・理解テス ト
。題材に対する態度の認を…・・改訂SD法一試案ーの適用による
o 運動技能の会併的な評価
。遼動の記録の測定
イ.学習活動における予備的な動態観察
学習の効采を規定する条件のーっとして ，教師と子どもとの人間関係があげられる。 ζの関係は，愛
僚と信望との~ずなによって結びフいている ζ とが望ましいといえよう。実験的な学習指導を実施する
場合に拾いても ，との基本的な聖書件で異なるととるはないであるう。とのよう注意味で， 実験者と子ど
ものラ・ ポートをつくりだすという主要なねらいと，子どもたちの学震にお・ける様態を統括的には怨す
るために.本実験を行なう 3週間ほど前から予備的な活動観察を行なうとともに，その学習活動に積篠
的に参加するよう につとめた。
ウ.本実験の実施
本実験の実施に際しては，その題材についての技術的な介析と吟味を符ない，乙れと， 児童生徒の発
達 とのからみあいにないて学習指導計簡を立てたζ とはいうまでもなし、。そして，とれを実泌する場合
の婆件はさきにあげてないたが，その学管過程に会ける児童生徒の学習態度な，それぞれqj時長の終了
直後に改訂SD漆一試案ーによって毎時間調資した。
エ.終末調査
その題材の学留の終末にかいて，νディネス諦澄と して笑施したととがらと全く伺ーな内容と方法に
よって， 諦変・測定を行なった斗
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(3) 実験の概要と考察
一一一 小学校4年児童Zを対設と した実験例一一一
① 学問旨君事過程の大要
題材 '走り高とび'
ねらい 「ななめとび」に必要な技術的要点を理解させ，その運動技能の形成を助長する。
対 象 新潟市立浜鴻小学校 4年O総男子29名女子23名雪t5 2名
指導計画の概要 (時間数 5時間 4 5介単位時間 ) 
時限 | 学濯 活動 指導の婆 点 |傷 考
l時間目I1 州連動(絡)
Z 自由絞習
o lti沫の高き 5O~6 0聞を班別に.Z~3 固 自 。 全員を男女別に 4 鎌田区分け，それぞれの集団 I^~ :; I'
自にとふ | どとにピットを設定してとばせる。 I 4級
1 rななめとびJー はさみ主び-1(.ついての概念づ13. E也練習を観察し.'またぎとぴ'と'はさみと|緑木 4本
け | ぴ'の相違点，効率性などについτ，総例を示した|マット S般
4. 基本練習
(11遜疋な地点、で踏み切ってとl;.
(2， ~主 <.すばや Oiみ切っ てとb.
5 総合練習
。 しだいに横木の高さを上げてとぶa
6. 霊理運動{略}
1時腿自I2 前時の復習
3. 基本練習
(1 からtiをおζ1-.路み切っτb区.
(2i反対あしを寸ばやくJ)(!)上げてとぶ@
4 隊合繊響
。 しだいに高きを上げてとぷ.
3時間目 I2. 附の倒
a 慈本線習
り，説明によって ， とびかたの~点を示す。
(1) :遮正な感み切りゾー Yをつく1).そとをみながら|チョー ク
幼走1.-.踏み切らせるa
(2J音のする〈ちいの遣さと，すばやいタイミングを
要求する。
。 踏み切りの.lJ所，強き ，タイミングが横木の高さ
につれてくずれないように，集団ととに注意を喚
起しドリAi.t重ねる.信Jjqおきまもひんばんに行なう十
集荷内での鋭察・批判 ・ ~iEも行なわせる.
(l) とのために'つまさき走'から 8かかと走'への
転換ができるよう.歩→走の練習をさせる・
(21 踏持切りの反対あしをすばやく祭り上げる擦に，
リラゥヂスをすることと，その場での凝り上げをか
なりに採習させ，モれを，歩→走へと移行させるe
。 鱒 ~II指導，集団内でのm力 ， ドリ Jνのつみi!ね
については前時と同様である
前崎主同縫
前t寺と同級
。 踏切りあしも大き〈蛋りあげて.t長木を鐘す. 。~木をクリキーする傍IL ，両側で f隠さみj を
つくるEとの必J!性を蕊議させる.
4. 総合練習 4. それぞれの時間で綴習した'iI>:練習が身に切、た
かどうかを反省させ，失点を矯正するζとにつとめたa
(注) ~り高主ぴの指導通程の詳細については， 日究紀~JI{3 8!: r逐動技能の形成過程とその指滋Jにのせてあるので参照さ
れたい.
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③ レデ ィネス・終末溺査の内容
a 走 り商とひについての知綴，理解テスト
(&臨調習題〕
J野【 氏名 男女
定り衡とひ>:i:'..lちまく とぶには .どのよ弓な点}こ注君主したら よL、でレょ今か。 そ れぞれの 間鋭について，
最もよいと忠行もの脅選んで . その符号>.!?Oでか r- th なさい。;E 1こ ， それぞ~んだわけ令書き従 さい.
1 助窓口ついて
ア .;Sぃfie総から走り出して .できるどけ広
ピードをつけ る
イ .必 い 随由蛙ぞとって .かるく坦まり .ユピー
ドはあまりつけ役い。
ウ ，走るC!ii'l睡はあまり長くしないでか停〈走
り .ス ピー ドもあまりつけ役い
えらんだ若苦闘
2 踏切り の場所について
Y .償木めましたに とても近い とζ ろで踏み
切る
イ .f酷フRのましたから少し純れたとζ ろで鍵苦
み切号5
ウ .繍木のまレたから潟いととろで昌幸み切る
えらんだ脱出
3 踏み切るとぎのからだの阪さについて
7.からだを少し弓 しろに倒して踏み切る
イ .からだ令少し前に傾けて踏み切る
ウ .からだをほぼまっすく・におとして踏み切る
えらんだ理由
b 走り高とひに対する怒度の調査
4 飽吾み切りの検さロついて
ア .習のするくらい強〈綜み切る
イ .あまり強〈踏み切らない
ウ .弱〈踏み切るのがよい
えらんだ理由
5 ~中の柳川乍について
ア .両足骨は とん C'fio.P守」上げて ，横イ乞ぞ泌す
イ .両足を交主互に銭り上げて ..f茂木を越す
ウ .閥k邑ぞ交瓦9ご繰りJ二げζtがら .両手 't>Jこに
土げて納木ぞ越す
えらんだ法自
(調査の内容〕 A♀ 言二索、 調 :tJ:
と 串 中 や と
て て
も 」和 問 や も
トーート〈る し い
情緒性
?窓会l!: t: と 才") t、
高くとび也、斗ーートー とりザこく保、
いっし ょろ も1、舟毛1AJこ
けんめいに
とびかたるが わかると瓦いn tJ> 
欠点'IJ$I"，t:い +一一ト一一 欠点がある
協力レて ひと り で('7 
扶余住 +
¥8 やくそくを
守って
(9 すぐ問ているート-ー
総合前イ叫
¥10 :LE 般 に トーー ートー十一一← 斗ーー
か つ てに
おとってL治
不 正確 に
- ，3 .3ー
(記入の方おきと留意点〕
「走り高とび」なイメージとし
て脳りに拾いた場合の '感じ N と
か〆考えぺ'動き'などについ
ての重複的な判断を吹の記入~Jに
ならって ，それぞれの内容にわた
って記入合せる。
一記入例一
????????????
す桜山一---+Hー → rをきらいだ
との際，あれζれとあまり 考 え
すぎたり，道徳的な意識などに左
宥されないよ引lこして .正 直 に 記
入する よ うに注意する。
C 運動技能の分析的な評価
ヲ貨のような分析と，評価の視点によって ，運動技能の程股，a-'Bf惜してその推移を比殺する。
助 走 踏み切りの体の傾き I橋み切りの強さ 絡み切り場所
るi鰍 で，リズミカル からだが炉容ている 蓄のするくらい強い ちょうどよい
2l-… からだが詮っすぐである 断み切る奮がしない 透すぎる1 スピード治問答ちる からだが青l!に傾いている 鱗み切りが弱い 近すぎる
評ぷ あしの振りあげ 踏み切りあしの揺りあげ
3 反対あしをすばや〈 握りあげる 踏み切りあしも大きく 怒りあげる
2 反対あしをあまり振りあげない 鰭み切りあしをあまり振りあげない
I荷あしをほ とんど同時にあげる l笥ぶしを伐 とんど同時にあげ~
なきゃ，実際の評価にあたっては， 主語研究所の研究怠(4人)の応援を涼め，学警の察官fTと終末にがけ
る評価を整ーな基準tこ照らして行なった。
第 12図
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③ 実験の結果と考察
a 記録と遠野J技能の推移
第 12図は，プレテストとエンドテストに
よる走り高とびの記録そ個別 ，性男1に示し危
ものである。 ζれによると，総体的には男子
のほうに ，T検定の結果有意な差なもってそ
の記録の向上しているととがわかる。と ζろ
が，女子では男子と全く同機な学習過程によ
りながら ，有意な差はIまとんどみられなかっ
た。
男子では，記録の向上役示したものが769
¢ときわめて高率を占めているのに比べて，
女子では， 45.5 %の約半数の者が低下を示し
ている ζとがわかる。
第 13図
N 25人
M 12.53 
S 196 
巡jJij)~~E:の推移
14 
12 
25人
15.88 
2:16 
16 
21入
1-14 
2.58 
小4年
12 
、』、色、、k 、 男 女 昔十
向 上 76.9係 318% 56.3% 
変化なし 7.7 22] ， 14.5 
低 下 !155455m
一 一 '一一一一一一
とのよ うな現象にはいったいどのような原
臨によ『てもたらされたのであろう治、
まず第 13図に示したように，数量化した
運重版能の推移ぞみると，男子では大ぎな差
なもってその技能の向上していることがわか
る。しかし ，女子は明りような差がみられな
21人 いのであるo
1>1.71 
2.49 
表 P>O.OI O.5>P>().4 
以上のように伺図を概括的に比較してみると，記録の向上には .客観的な逐動技術を背景とする運動
技能の形成が大会な影響を及ぼしている ζとがわかるのでみる。さらに，乙れらの関係な仰5.11に明確に
するために，記録の差と，数量化した運動技能の差との相関係長貨を算出した締来を第 14図に示したが，
男子に会いては，との格闘がきわめて低いが.女子ではとの相闘の患い ζ とが示されている。すなわち，
女子では，その五識の向上した者は遼勤技能も向上をしている反面，言E撮の低下した者はその運動技能
もまた低下しているととそ意味しているといえる。
第 14図
記録の差と技能の差との相関(男〕 ま搬の差と投能の差との相関〔女〕
沢 71 {， 514 3 12 11 01-1 ト2H ~ 716 2 1 1 日-1ト2ーる ト4
20 . 15 。
15 
。 . 1口 .
10 
. . 
5 。‘・. . . .。 。 。. .。。 。.。 . 。 - 5 
ー
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r = 0.2 1 
r= 0.69 
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越動技能の形成される過程，すなわち，それが身につき ，しだいに編められ，倹鯨されたものになる
空でには ，幾多の曲折をたどるものと怠われる。一般的に線響曲線として知られているものによっても
とのことがわかるのであるが，と舎には厳罰な上昇をたどり，またプラトー (plateau )にあえぎ，
場合によっては，低下する現象さえみうけられる。連動技能が定渚するメカユズムを明確にする ζとは
容易にで余るととではないが ， その人の生謬的， 心~的 ， 社会的な諸条件tこ影拶される ζとは明らかで
あろう。また ，運動のパターンそ身につける方法やド I}ノレの扱・貿などの要閣が密接なかかわりなもっ
ζともいうまでもない。 ζれらの務条件が巧みに統合され，休制此される過程にかいて，運動技能はし
だいに定着され.I留め ・伸ばされていくものと思われる。
とζで問題となるのが態度なのである。運動投態の1道成に迎用される運動技術を外部的な環境との力
動的な関連に公いて， ζれをどのように認識するか，そして意志カそどのように働かせるか，またその
活動をどのように行なうか，ζれらの過程にかいて感情や情絡がどのように影轡を及ぼしているのか，
などのさまざまの面で，その人のもっている安定した，かなりに強聞な傾向性としての態度が重聖書なフ
ァクターとなって働いているととはみのがせないのである。とのように，その人のもつている態B度苦は ，
遼費殻~J1
態B度苦もしだいに変容されてい〈という二重構進をもつ ζともさ当昌然であるう丸。
実験の結果では ，答観的なJa来としての運動の記録が，運動技能の程度と密接なかかわりなもってい
るととを示した。きらに，男ニ子と女子とでは，その様態が突に呉なっている点がうきぼりにされたので
ある。とのような様態に影認可る要因には，どのようなものがあるのであろうか。
第 15図 l挙管態度の様態
5 2nd 手 2 5 バセル((2i 
?
? ?
???
?ー「
?
??
一-3 6 ・ー
b 学~.態度の様態
第 15 図は ， 走り高とびについて静査した'改訂SD法 'の結梁を数量化の捺作~経て示したプロフ
ィ-)レである。 ζの号制査はさ ~Iこ配してかいたよろに， ζの題材の学習にはいる前に行なっ た事前調室E
( p )，学智のそれぞれのl時間の終了直後に調べたもの(Is t， J[nd， illrd)，学轡の終末調査CE)
で，全 く同ーの内特について行なったものである。そして ，それぞれの鈎査の結来を平面上にプロッ ト
して張棋な示した。 pはt:[有の経験にもとづいて強いたイメ ーヅであって ，走り高とびに赤十する予想や
期待，逃去にがける述勤の笑態から受けたものを示すものであるが，その他のものは直接的危経験にも
とづく実感のともっ たものである。 ζれによって.その特色を概揺すると，次のと余りである。
ア 意志カを強 〈働かしてL、る。
もっと嘉〈とびたいという欲求，いっし.tうけんめいにさ学習をするという積極的な意欲が男女ともに
さかんである。 男子では，積極さについて ，大きなふれがみられるが，学習の実際にがいては充実して
いるととi:J'わかる。
イ 楽しくしかも安全だ，という感じが強くなっている。
事前調査に示されたイメージと ，実際の学苦手によるイメークと の聞に大容な振備がみられ，学習にか
ける楽しさと安全さの感じが増している ととがわかる。定り高とびはやや楽しいものだとか， 楽しくも
苦しくもないといった最初の感じが，学習によって変容しているのである。安全さについても，同様な
傾向がみられる。
しかし， 乙の情緒性のi機態についての男女の違いは明らかなもので ，楽しさ，安全さに対するl談じは
女子よりも男子のほう に強い。とのような感性的な感覚の相違は，かそらく実際の学習活動の質をi先制
するñiiで大きな豪~e力をもつものであるう。
ウ 協力し，約束を守って遥動をするという社会性も，強くはたらいている。
級友，あるいは集同の成員が協力しながら運動をする というllDと ，約束そ守って運動をし，学寝苦どす
るという面に台ける社会性を，意志カについで強〈はたらかしているととがわかる。男子では ，との振
れが女子に比べて大きいのが自立っている。
エ 反省的な思考では男女の開きが大きL、。
とぶ方法がわかる という認訟では，男女の間にあまり大きな遣いがみうけられないが，技能的な面で，
自己の欠点を自覚する という反省的な思考にがいては ，男女の聞に大きな遠いが必られる。女子は ，乙
の欠点を5!llく 自覚しているととがわかる。事前説|査と終末抑査の結乗とが，ほとんど一致しているζと
からも，学習による技能的な向上は期し得なかったという評価を自ら行なっているととは注包すぺきで
ある。学習に卦ける基本動作，あるいは分節的な技能そ習得する過程に念いては，欠点がないという自
覚に広まることがわかるが，終局的には白書誌にもどったという反省が強くなっている。 とれば，運動能
力の発達にがいて男子と本質的に鶏なる商もあろうし ，情緒的な製図の影慾カも強いものがあるからで
あるまい治』
-3 7ー
オ {護れている，正確にできるという総合評価では，男女の制の差はあまりな4、。
とふっち濯を相対的に比較して.後れているとか， 正確にできるという判断では，男子と女子とで念公
よそ同じような傾向で総合的な評価を行なっているととがわかる。正篠さについては，男子のほうにや
や振編が大きく，学管内容につれてとの評価がかなりに変動しているととをポしている。
いままで述べてきたととがらな，視覚的にいっそうはっきりとらえるために，第 1O ~の多角形図表
をみる と，男子と女子との機態の相異点が明らかになるであろう。
第 1O 図
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運動技術に関する知識，理解c 
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第 17図は走り高とびに適用される遥勤技術についての知識，理解を，事前・終末にテストした結条
「ななめとびJに適用される櫛憶の基本的なものを吟味して出題したので
あるが，図によってわかるように ，事前に歩ける知識，玉虫解と終末テストにあ、けるものとでは ，総体的
に大きな変化を示している。 ζとに ，グ踏み切る際の体の傾き H と'踏み切りの強さ勺こ関する問題で
をグラフ化したものである。
N助走のしかた勺ニ関する認識にかいては，しカhし，は，その認識の様相が一変していることがわかる。
あまり変化がみられなかった。
運動技能を効率高〈形成する委国のひとつとして ，その連動に適用される技術の含んでいる意味，理
論な正しく理解するととが必要であり ，ζの正確な理解に立って運動方法を身につける練習がなされる
とのような意味に辛子いて ，との学習過程では，技術的なう接点をl'i1i導する際にはじゅう
ぶんな思考，理解ができるようにつとめたのである。
踏み切る擦のからだの伐さは，踏み切りの強さ ，反対あしのすばやい銀りよげの動作とと もに走り高
とびの核心ともいうべき筏術上の要点である。 ζの踏み切り露出作のよし ，あしがその跳ゃくのぷさを低
とんど決定づけるといって過言ではない。主事前のテス トでは，からだを少し前に傾けて踏み切るのがよ
ζの選出は，'よくわからない什 33，3%)が圧倒的に多数を占
めているととからみても ，感性的な受容によるものであろう。とζ ろが ，終末テストでは，'からだを
少しろ しろにたがして路み切る Hのがよいとする者が過半数を占めるようになっている。
ととカ温まれる。
いと認設している児童が多かったb
その理由は ，
ρ足を高〈揺り上げられるべ 5，8%)というように ，木質的な
- 40ー
'高くとぴあがれる #(28，8%)，
理解をしているものが多くなっている。
助走のしかたについての問題では ，スピー ド感がともなわなければ高くはとび上がれないという認識
が強<，絡末テス トにお、いても多前テス トと大差のない結来となっている。 i軽快で，1)ラックスした
助走」のしかたをい〈ら強調しても ，児童はついに受け入れてはく れなかった。
ζの両テストを通じて ，男女の閣にあまり大きな相異点はみられない。 I両者の記録と技能の推移でみ
てきた大きな開舎の原因にしいて結びつけてみれば ，ζの知識，J.堅持事の聞にかいては '熔み切り位償グ
グ踏み切りの強き 勺こ関する終末テストの結果から ，努子と女子の相呉点がわずかにみられる。女子で
は，近すき'るととるや，遠い位置から絡み切るのがよいとする者が少しいるとと，弱〈踏み切るのがよ
いとする誤まった認識をしている者もみうけられる。
d 個人的な事例一ーとくに，学習態度について一一
男子では第 12図によって明らかなように，総休的に記録の上昇がみられたが，中には学f容の結果か
えって低下の著しい老もみうけられる。 また ，女子では全体として託搬の商で主義はみられなかったが，
向上の完苦しい者と低下の甚だし い~ とが含まれている。そ ζで ， とれらの代表的な遂を選び出し ， その
心的な構造を性別に比較してみるととにする。
( 0君は，定り訴とびの記録で 80 cmからいっきょに 100cmに飛や〈的4こ上昇した。 T君のほうは，
9 0 cmから80 cmへ下向してしまったのである。〕
運動の記録が とのように， 問機な学習過程をたどりながらも ， ある者は上昇し， ある~はかえって低
下してしま う現象はつねにみられるととろである。運動技能の程度を客観的な基単位あてはめて判定す
る方法のひとつが遼勤の記録なのであって，そとには身体の内面的 ，外面的な機能が結集してはたらい
ている。また，との運動場面は横木を主?とすか ，;t.とさないかという心理的な緊張場面であ り， 友だち
の視線カトー身に集められて 〈る場l訴でもある。との特殊な場面に適応するために ，心・身の発能力を集
約約にはたらかぜる潟笠力 (CO-0 r d i n a ti 0 n )が必要 とされてくる。
運動技能ル心・身の諸条件が体能Ij化される過程4こないて形成されている。特定の遂動を行なろ場合に，
その人に{間合'な身体操作のしかたが固定づけられているが，それに答観的な運動のパターンを逃合させ
るた占との岩手留がなされるととによって ，身体の操作はしだいに質的な変容をとげてい くわけである。と
の過程に会いて ，運動のパターンと既有の身体の操作との結びつきの関係はきわめて複雑で，質的には，
もとのものを負の方向にひきもどしてしまう場ー合も生ずるであろうし ，順調な体制イヒをとげる湯合も主主
ずるであるう。
とのようにみてくると ，O~吉と T君とにみられる記録の変動は，それぞれの主体的条件と潔境的な重要
因とによってもたされたもので "当然な帰結とみる ζとができょう。それでは， 主体的条件と して重要
な学習態度の前で ，はたしてどのような様懇の速いがあるのであるうカhζζでは，ζの点に焦点づけ
てj 対上ヒしながらみる ζとにしよう。
m1 8図はそれぞれのSD法そ適用した結果のプロフ ィーんであるが，とれからO渚とTlきとの相違
点を要約すると ，
o 予想、と実際とのずれがO君に大きく 示されている。
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君臨前に卦けるO%ioνディネ
スは ，とぷ方法がよ くわからな
いととと，安全性と正確さが中
位にあったが，学習の過程では，
方法のag後も深まり ，安全さの
感じが高められ，技能的な正確
さのE官僚にも自信がついたとと
を示している。とれに対して ，
T震のほう は事前と実際とには
大差のない ζとがわかり ，期待
とか予想は実際とあ重りずれて
? 
君
???? ??
???
《
?
(6i いないζとを示している。
o T君には欠点があるという自
党と，劣っているとの評価がめ
だっ。
(9) 
運動技能の衝にお、いて，欠点
があり劣っているという自己評
価がT沼の場合には ，終始同じ
位置に位鐙づけられ，題材の学
習3の会過程をとがして不動なと
とを示している。 O窓は，との
不動さでは同じであるが，欠点
はあまりないし ，相対的にやや
すぐれているとの評価を行なっ、
ている。? ?
?
??
???
?
? 、 ? ?
(KきんとNさん〕
第 19図
o "楽しく て安全だ'との感じ
がKさんには強くなっている。
PI立プレグユト ，8は終末テスト ，
Mは中間テぷトの結果ぞ示している.
( ) 内の数字は富司王韮~容の番号で
ある。
K'dんには ，楽しさと安全さについての感じで，事前と実際との差が大き く，との感 じが強くな
ってし、る ζと治tわ治、る。
o Nさんには，積極さと方法の認識とに大きなずれがある。
一一 中学校1年女子を対象と した実験例一一
@学習指導過程の大要
組材 走り高とび
ねらい 「ななめとびJから「正面とびJへの移行に必要な技術的接点そ身につけ，その運動技能
の形成を助長すると同時に，それらと関途する学習態度の様態を~ <.る。
対象 新潟市立坂井輪中掌校 1年女子 O組 22名，0組2る名 苦t 4 5名
学習過程の概要
学審指導過程については 3小学校 4年児童に行なったものとほぼ同様であるので ，ととでは省略
するが，ただ， rななめとびJから「正面とびJへの移行過程の計画がその中にもりと苦れている
ととを鮒きして念、 ζう。
② 路調査の内容
a ~ り務とひに対する'態度グの調査
〔調査問題 〕
定りj$)とび μ ついて
絢4 JIo: 氏名
ぬ線状態 :.s唱微なしかぜ頭痛腹痛下痴心配ごと 1;1;:;;聾その他 ( ) 
と ヰ3 ども や
て らち庁F 
も キ3 でい や
i(j 
世主り高とびt孟 す き fご
• 安 会 T工
たのしい
とぶときに舗が どきどきする
反省して
認総 6 なぜ感L、かを 輪王型的に
7 とぷ方法ぞ 縫解して
世t
8 n 確信 .して
と
て
も
L.ぎらい~
危険だ
くるしい
へいきだ
無批判的に
非論理的に
ほん串りと
あやふやに
?
???????? ??
?
??????ぃ ?
?
??? とひたい
がまんして
績録的に
集中して
とぴた〈ない
あきらめて
消極的に
いいか!すんに
-ー<1 3-
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観察 しないで
かヲてに
ひとりで
負けでもよい
? ?????
?
?
???
?
?????
?
??
?
??
?、 、
???? すぐれている
満男 だ
おと ってい る
不 f前足 丈ヲ
正 磁 だ +一一-1一一ーーードー一一ーレーー一一ト不 足 依 Tご
やさし い -1-一一一一→ む、「国急 :/J， し t、
〔認査の方法〕
同ーの問題について，Ij~学校の集験と問主義に ， 事前 ， ~時間の終了直後，終末 ， の 5 闘にわたりそれ
ぞれ記入して提出させた。 記入に際しては， 直観的で正確な判断や感じが荷重きれるのでdうるから， 考
えすぎたり ，道徳的な意裁に左右されないように留意させた。
b 運動の記録の測定と運動技能の分析的な評価
ア 記録の測定
学留の毒事前と終末に台いて， 跳やくの託!録をf測定した。との際 ，無効言止す交2回で失格とした。 検木は
5cmきざみで上げるとととしたc
イ 運動技能の評価
記録の測定と平行し ，グループどとにそのうちの 1人がとぶのを， 全員で次の分析的な視点から運動
技能の詐他そ季節，終末にないて行なった。
玉石弓京一一一一ーと名 分!お話一一一一一一三一名
ちょうどよ い I ! ! 
絡み切り ト 一ー一ー一一一一一一一一一十一ーしーJ・一一・-、 1 1 1 
地 点 1-目--一一ー由ーーーーーー↓ーベー-+---1
近 い lH 
ときめか |一一一ー一一一一一ーーー ート--1--トー-
4ら だのl頃 |ほぼまっすぐ 1 • I 
き |ー 一一一一一一一一一一一一-1-i -1--
おIIこ{憎いている 1 i 1 
踏み切る |うしろに傾いている
事圭快に走る I ! i 
ーー 一一ー一一一一一ー -ー-1-ー ムー -1---
1 J:VJ 定 |りさみすぎrている I ! 1 12 
一一一一一ー ーー一ーー - +ι一 一I_ _ _~ - ー
二スピードが弱 くとtる | i l 
すばやく強い I : 1 
踏み切り卜 一一一一一一一一一一一寸一一トー-1-
3 1上からだ ').< 1 ; 1 
の主主さ|・一一ーー『ー一一一一一一--1一一トー-1---
喜習 も、 。 1 1 : 
すばやく絞り上げる | ! l 
- 一 一」一一'一一」一一反対あしの1--------------1 1 I 
5 1あまり 繰 り上げない 1 I I 
綴り上げ1一一一 一一一 ---i---:--十一
同め しを問時に上げる l ; i 
上体がひねれて， よ く I: : 
傾いてい る 1 I 1 
一一ー一一一一一一一一一一一，-，一回「一-
6レイアウト |上体のひねりが少なく 1 I 1 
傾きも少ない 1 I i 
一一一ーー一一一一ーーーーーr-i一一「 ゐー
上イ本がtまとん どひねずt1 1 1 
ていない 1 1 1 
ー-44-
腐るレがV字形に穴き I I 
〈交さしている I I I 
ー 一ー一ー ーー ーー ーーー ー十一→ー ーーー ー
7腕の交さ!両めしの交さが少ない I: : 18お
一ー 由ーーー ーー ーー 一ー一寸一-j--，一一ー
踏み切りあしをまっす.I I I 
ぐに上げている I I I 
I I 
踏み切りおし号先につ
いておりる
関あしを問時について
おゆる
?
』
?
?
」
?
??
『
?
?
』
?
?
?
』
?
??
?
?
綴りあげあしを先につ
地 It、ておりる
C 運動技術に関する知稔，期初テスト
*の問Jiiについて ，藤前にお・ける知識，理解のテス トな行なった。
組必 氏名
t jをり !ぷとびには ，空中のフ写ームや助走の方向によって，きをざまな名称がつけられています。知
っているものそいくつでもあげ，あなたのもっともとくいなとびかたにOをつけなさしb
ア.
オ.
イ.
カ.
ク. ニ1:.
Z 走りifi，とびの助走のしかたについて ，衣のうちから最もよいと，思うものを選ぴ ，0をつけなさい。
また，それな選んだ理由を筋単に書きなさい。
ア.軽快に ，りズミカノレに走り ，スピードはあまりつけない。
イ.スピードをうんとつけ，力いっばいがんばって走る。
ク.できるだけゆっくりしたスピードで楽に走る。
選んだ理由
五 同じカで空中にとひ'あがっても ，とぴあがりかたによっては次留のA，B， Cのような違いがでて
きます。 Aのようにとじ:おがるには ，踏み切るときにどのような点に注意したらよいと怠いますヵ、
気づいた点を簡単に害きなさし、
A B C 
4. からだのど とかがさわれば ，検木はすぐに溶ちてしまいます。脚な横木に触れないようにしてとび
越すには ，闘をどのようにしたらよいと思います泊、
気づいた惨を書きなさい。
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③ 実験の結果と考察
a 記録と運動技能の推移
言識の推移(挙前の測定と終末テスト )にかいても ，運動技能の分析の結采に評点をつけ数量化の捺
作な行な守た能移にないても，m 2 0図でみるとがり明りような差はなかっむ
また，との~[鰻と技能の差との相関係数を算出してみたが，第 2 1図によるとがり ，切らかな相i実関
係のないζ とがわかる。
第 2[)図
記 録の縫移 運動技目芭の捻移
E 中 1女 p
110 26 
100. 22 
90 18 
80 14 
70 70 
J主
30 
26 
22 
18 
1.:1 
N : 39人 39人
M: 97. 5'.6(双 98.9 7C11 
S : 1 t 3 7Cm 1 t 2 1α冗
N: 39人 39人
ル(: 24. 目白書~ 23.55点
S: 3 8 4.47 
有意書室 : O.6>p>O.5 宥恕重量 : O.6>E>o.5 
@ pは事前テス ト，Eは終末テス ト.N(正人数，
MI立平均 ，Sは長喪主箆傾注
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第 21図
長織の差と技能の主主との相関
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運動技能がしだいに形成され
る客観的な$:衆として ，その運
動の記録もしだいに向上するも
のと思われるが ，ζの笑験の結
来では， 記録の向上と，運動技
能の向上の阪とが必ずしも一致
していないととを意味している。
すると ，記録の向上は逮動技能
の形成との関連以外の他の委箆
が影響を及ぼしているととが推
測される。
b 学習態度の様態
ア 学習過程にともなっ
て変容する学習態度
心的な傾向性としての態度を
情緒性 ，意志性 ，社会性，1¥泰樹仇
務制。な総合評価 の五つの側面か
第 22図
5 2 
ら，学官~j血符zのそれぞれの時限にbいて認べ
たものを数的な処理によって縫いたプロフィ
-Jレ矧~ 2 2殴eある。とれによると，学習
EP 活動に際して働いている生徒の心的な機能に
( 5 :とても 4 :やや 、
3 :どるらでもない 2 :やや
f引までー定の傾向のあると とがわかると同時に，
それらがそれぞれにかなりの変化を示してい 。
るζ とが紛られる。
とれらの特性を相互の関係づけにシいて嬰
約すると ，次のと余りである。
(ア) できるだけ高くとびたいという意
欲がきわめてさかんである。
君主志位の内容としてとりあげた， Mできる
だけ嘉くとびたい'という意欲が他のものよ
りもぬきんでて強 〈働いている。けれども，
苦しいとともがまんして学留する ，積極的に
運動なする ，精神宮集中して行なうという面
では，それほど強い働きは示されていなし、
高くとびたいという欲求の強さと ，忍耐や
積墜さ ，意志カの集中との内容に均衡の伴わ
ないととるに務代っ子の性格特性があるのか
もしれない。
~< と びたいという欲求と，学習に買です る
総合評価との関連をみると ，総合評価では ，
自己のとびかたが'劣っているヘグ不満足
だ ぺ 吋、正徳だぺ Hむずかしいがという
厳にやや近づいた怒えBな評価そしているととが示されている。劣っているとびかただと判断し ，感じ
とっているからいっそうに高〈 とびたいという欲求が強いのかもしれない。
{イ} 情緒的に大きな変動がみられる。
過去の学営や税・総3量的な経験にもとづく情緒的な感じは ，走り「事とびの:学習が'きらいだべ IJ危
険だぺ '苦しいものだ'， グ股がどきどきする Pという極に傾むいている乙とを示している。 とくに
Hきらいだ ぺ 'どきどきする'という心{背がいっばん的に支配している ζとはみのがせない。しかし，
実際にとの学習活動を行なってみた経験的た感じ1;1， Hすきだ h n楽しい H グへい患だ n 11安全だ 'と
いう筏に近づいているととをど示し， ζとに ，グすきだ "， P楽しい'という感じが強くなったととがわ
かあ。また，とぶ際の胸のときめきには ，場Jij，に対応すmる変動のあるととがみられる。
総じて，j育糖の動き(.;t学習の内容や力法 ，ならびに実際の虫学習活動と実に深い関連が侭たれ，学習の
様態が情緒に伽少な働制、けをする反iRf，ζの情緒性が学習活動に影響しているとみるととができょう。
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。記録の変化と態度の特性との相関関係
事前の，71ス?と終末・の.テストにまる:記録の推移以，第7，日i翠によ'?;>-rわ、与るよ;う尺有?意な差が，みられ
なかったが，個別にみれば ，言E搬の向上じた者 ，低下した者 ，変化のない者などエ ュナンJえの異なる機
織説会め'b::ì;t，τいふ品名ζ :t~. .， ζれらJのr.D'叙の変化がは字、しぜ態度の諸特性とJどのような相関関係そ示
すのカ治み?と⑩-'1;鴇 3表だある.i' 
i'，君、表十
~竺格関係数
認識 0.099
.L，主土ι会:像、五lJlι‘且♀ 5 
自己評価 0.047 
5 
，J -とれ4によう{でわ〉ウ喝~:ぎ:J'，'P-i 1受S哲也( ，札 4.，~ ・ ~U と主士会|生
ゴ河・4、0-2.・， )と-f'!'，j記録の府Jニιφ閣におなりJこ痛が相関が
ある ζとがわかる。とれは情緒性 と社会性の麗で望1:.1-い態
自主主どもフ者倹I;そ夕、記録も'好、まL い変化苦;jI)¥たりよい，し立いる
というととを君主声楽ù;ていAる とい~る~l '
.1;意志性(♂，1，3，5ψYとゆ相関:は低ドL:，需給之給会詑価で
ほぼ必AJ>'ど相度iのないとよbがわかるP!筒、体約(JJl5!il，~，)、42 は，
低い棺関がみそ沈J7¥えとるよ
Ke!ん(105→ 95伽〕
4 32 1 
d -個人的託事例
記録の変化と態度の締役 と
;r ~ .，. ，.~ 
の関連ぷら ，vききぱ示したよ
r'?1主著じり向i上必低水お示し
二℃いる若電子選びだじで、対照的
む示ιてみ、ょうh
【OさんーとKさん1
0さんは記鍛の上で 115C切
うo"f5'125'&詑_E昇、じヲヒの£反
もしγKきて.6>，は;1QS"，仰か吉武95仰
に烹向滋夫容しおの勺あるら3吃
， .1" -~・ I .1;. 、かを，改訂S司法*試案ーの
‘明 、:結県ね筏らーまじる~i~感匂特性に
会似て，込そのゆ:1，ロ司yt;.y¥由勾レと
じでミの鼠2'，4，.罰1:'も;・と、づきな
がら l.傾者、白磁母、みiられ~み特
5毒性をあげてみよう。
。~ス;，i ，;..~~肢のぎ主
iざ守海側部で戸1予想や期
持宿主主あ邑材、るが洋
P明涜寄的手足j、 1FfT苧伊子， ヤ ，~ J~!手終末.z-.，不 J、の.締袋行怒り
してE、 ~~..i " (.J j内の主文字I主 震の結朱't'舟てG"f，:守 1ジJで
はニ議町二積極会:jj'i，荷量なっ
-'"-4' .9-
ているのに反し， Kさんには多様な様惑がみられる。
d， ζれらを具体的に指摘すると，まず情緒的な側面での感性的評価で， 0ぎんは学習の実際にがい
て積筏的な興味，情緒の安定性が増しているのに比べて， Kきんは安全さと楽しきで消極的な評価
をしている。
d， 認知的な側面での反省的・論理的思考，理解と確信・とのはたらきを， 0さんは学習の実際にかい
て積極的に発揮しているが， Kさんには ζれらの面のはたらさが中位に位置づけられている。
d， 意志的な側面で，とくに ，Pできるだけ高くとびたい'とする意欲の点で， 0さんはきわめて積
極きがみられるのに対し ，Rさんは'そんなにとばなくともよい'とするやL消極性が自立ってい
る。
d， 総合的な評価では，学審の結来と してOさんは'走り高とびはやさしい'としているのに比べて
Kさんは'むずかしいがと判定している。
全体的，分析的にみた両者の特異性を要約すると，情緒的・認知的・意志的な側面にがける感じと思
考，ならびに総合的な評価tこないて， 0さんは積徳的な学習態度が示されているのに反し， Kさんはや
や消極さが目立っている乙とがわかるのである。
しかし，社会的な側面に会けるそれぞれの内容では， 何者の閣にあまり大きな相違点はみられなし、
また，両者に共通して注目されるのは'ひとに負けてもよい'という意志的な側面である。
むすび
体育学習に際して， 児童生徒がどのような態度で臨んでいるのか，また，学習鳩程の進穫に伴って態
度はどのように変容するの泊、ととに，休育学習の中核的なねらいとしての逮動技能の形成とのからみ
あいにお、いて， 学習態度はいったいどのような様懲なのであろう治、とのような問題意識に基づいて，
学習態度の様相をは復するととを主要なねらいとして第 1年次研究を行なってきたのであるが， ζζで，
とれらの結果を郵りして述べて必乙う。
l 態度の概念.性格の規定
研究の出発にあたって， !ii震度の本質や性格をどのように規定するかが重要な問題となったが，ζの研
究にかいては， ζれ宅ヒヲkのように考えたのでおる。
態度は ，特定の事象や状慾に対する外部行動に，かなりに持続した指示的な方向づけをする傾向
性をどもつもので，いわゆる行動の準備状態をきしている。そして ，それには認知的・情緒的・意志
的な側面があると同時に，それらの総合あるいは体制{とされるものである。
すなわち，態度は行動そのものではなくて，行動にJ旨示的な方向づけをする内面的な機能をもっ心的
な傾向性だといえよう。
2 態度のは握
内商的なはたらきを客観的にさぐりだすととはきわめて困難である。態度そのものな直接には獲する
ととは今のととろできにくいのであるから ，なんらかの手段によって表出される外部行動{記号的ある
いは非記号的な〉 をてがかりとして，態度を推測せざるを待ないものであろう。しかし， ζの際に記号
化するための抵抗ができるだけ少なく，外部的な条件がはいり ζまないようにする ζ とが肝要なのはい
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うまでもたし、
とζに若8して， ζの研究では運動場面調査と改訂SD法とを採用しむ
3 結果の要約と指導上の問 題点
(1) 大多数の児童生徒は ，スポーツやレクリ zーシ自ンの実践と視聴には積極的な興味を示してい
るが ，体育学習に対する務極的な興味は，学年の進むにつれて薄れる傾向がみうけられる。
認識と感情や情緒の綾合体としての興味は ，その対象に赤十する行動に綴示的な方向づけをする点で態
度のひとつであるといえる。興味をい時てている対象には介のずから積極的な行動が展開注れ，その結果と
して ，それにかかわる諾能力が伸ばされて行動の効務をよ認める ζととなるし，興味もさらに捲大すると
いう循康的な際遂があるので，学習に際して積極的な興味をもたせることは指導の要件である。
体育の学習に際しては，いたずらに興味に流されるとか，興味の公もむくままにというのではなくて，
学習活動をと公してグうまくできるようになった N If運動のしかたがよくわかる 1 H安全で楽し〈でき
た 11 "じゅうぶんに活動したグなどの主観的あるいは客観的な好ましい認識や感じのもたらされるよ う
な具徐的な成果によって，興味は積極的な方向と強さとを与えられるものとなるのであるう。だから，
内容的には著しいものであり，複雑で困難なものであっ ても，その学習活動によって認識を深め，好ま
しい感じをつかめるような指導をする ζとがZ重要だと思われる。
ζのようにみてくると ，体育学習に対する積樹守な興味の薄れていく傾向のみられる ζとは，それが
学習の内容との関連によってもたらされたものなのか，あるいは発達制緩による当然の帰結なのかは明
らかにでき役かったが，指導上の問題であろう。
(2)運動場面においては，心理的，情緒的，社会的な機能がそれぞれ特有の傾向性をもってはたら
いている。総体的には，意志カがもっとも強くはたらき ，情緒住がこれについでいる。
運動の実践は ，終局的に身体操作として表出されてはいるが，その動きを方向づけ，規定する作用と
して意識菌のはたらきを無祝するととはできない。瞬間的な動きを機敏に決定する場合にかいても ，持
続的な繰り返し動作を継続する場合に幸子いても，また，ティ ームワークを多分に要求される協同的な動
作を行なう場合にかいても，それらの動きの特質に応じて内面的な思考や判断，さまざまな感じ，社会
性などの諸機能そ多分にはたらかしているととがわかっむしかし，学習指導の実際の場にかいては ，
ζの内面的な機能を具体約には穫しにくいばかりでなく， 運動の実践は視覚などの感覚に依存しても容
易に行なうととができるので ，いきない感性的な方式泊憶をきかす傾向が起とりやすい。それが学習の
部分的な過程に辛子いて適正である場合も多いかもしれないが，あらゆる場合に遜切だとはいえないであ
ろう。 それぞれの連鎖場面に対応する思考や感じを適正に方向づけ， 内面に浸透するような指滋のなさ
れるととが必要となるのは当然なととではあるまいか。
学習態度に演するとの研究は，実はζのような舟導の具体化をどのようにして遂成したらよいかを終
局的なねらいとしているのである。
(3) 新しい慾材に対する予想や期待と ，学習の実際をとおしての考えや感じとの聞にf;:t，かなりに
大きなずれがある。このずれは，情緒性と認識性とにおいてことに大きL、。
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新しい題材を学習する時点に必いて，児童宝生徒がその題材に赤十していだいている論選的 ・感性的主主評
価は経験的危清景によってもたら :されたふのであるうが，それら4がその題材の学i\l~ヒ直接に ， あjるいは
間接に指示的な方向づけぞする点で H態度 グとみなすととができ る。 ζの学習に際してはたらく態度民
一 一 己'l~:i .a .) J~I"J:.'!'._'-~..._. :t.子千 c丹"， ( 実際の学習過程につれて，ある部聞では大きな変化をホし，また，ある側側lにかいては校正元f変動を
示していないζ とがわかる。とのような変容の機感は個個人によって多様で，パラィテーに富んでいる。
しかし， 三百ちをた括的にろると ，jc'きギヨ主化そ示しているの古語藷的忌側面kpffぎJj咳:と24詰る
いついで認識的制面?おらZ'丞F芸品名乙UMohd1対応均面白椛'I:t"喚し〈
ない'Feと)0""飽きミだ¥¥H_ J:じた者t，実際の学忽j手よ争点 ，'楽じいイとか〆安全だriとしFタ正φ芳向!こ移
って，める£とがめだヨコし ，吃まf~"つからない 、f とか f 白憶がない占ム述'えなおも:'!醐ヰレ、仁H確信/，1そも
まる'といタ者が多 6くなフているのぞある。
しかし，傷跡jl:W事 y とおらの逆の表われあみられるとζちであョて，大きな問題な含ル:ずい鳴る。1
(4) 
j '"十-:r ~I -
学習態度i九j運動技能の程度宇密接な問要えもって?る?
{t，の題材民ヲいての学習が進主rF-;コま1<て t運動技能Cl)質的ケ変容が.L.地別手lもた'b~されてιくとケ'ò '-，しか
し，-，'ζの運動技書卸-;tMこ公bてきをrさ:'t~初~成過揖夜ftl <Ï，U 前払毛色め念:!.必向よす，る草食あれば:~ J府ょの
遜滞する諮 ，おるいは.;(~lïすおおさ、えふうけら;h;í5。その学管過j室 rF :l>' ~、fてもd分，節勤併や屯みにとtな
すけれども， それらの総合練習ではうだっ干のあがらないどとも歩ぎててる。
とのような後雑な過程 と多織な線努とも含みながら学忽1)滑なわれているのてあ、るが，学習態度は，
いIますまでじばしば述べてきたよ・ 9 に， ζの運動技能の形成に定要ゑ奈~4Jを及ぼしでいみの:'}:ある。 ， i:iI:;，
そのように して形成される運動樹Eの程度と学轡態度とは相即宅総t.DM速を保全2・ながら ~.徐特にr装事与を
送げてゆ くものである。運動技能と学窓怒度との二重機造的な関連に務自するならば ，好ましい学留態
度の変容込もた主ず見込にほ;益面長誕百がぎ品定形}24お話'L~1ともきZC とも凶暴活誌も占送る。
i.: fJ、‘仁白 I下二(.. :':' >t ，三~ -...サ， jf;l ~ リ心代千..... tに 'l 
運動段能の形成にl立，その人のもつ学習態度が重要な影響を及ぼしている。
f' ，- . ¥、手 ~ _， <<立( " . " Jこュ r 1 '1" ~ 
(5) 
運動技能付，そのんの主依的な諸条件u料等S契約な舛昔E条仲νたら伐4ζ練習過程なとゆ幾p~の芦毘に
Jさぷえ1 られ:(瓶f/1;さ'.tじるtもの;J:'あヲ fて ・， ~そφ'-r主体的f.c.余伶φァ::>-k;-1，.. ての鵠号~!際成約さ&τ会i略式ゆ'な
b、で若うるお ~!:.，かし冷 ~~i研究'1::;よ， ';;1匂ま撞Jて言たとζlるで餓1." (運動技能fJ，形成年ャ エを，rpÁ!叫もl::::>~斡習
書受度が蓮華乏な景長線iなl?ittましている F二ょが~&料こ取ったのJで〈あるる
ほとんど向-，1の芋虫唾穆をたど;りながl~も，湾勤扱能φ程度がJ向上んト遅滞し，あるいは低下すると
いう弔都知倒kのみら丸るにと字削":~ t;t ，さき同 べ枇砧ずあるが，とからタ機時習態
度と例帥~I)虫色み泣，枇総体制批A下した者叫ヒヤ態度仰れぞれゆ網開する
覗極さと一声手法dし2きごと科目暗ーバ .旬、何?と於柿?ゐ}執よ'I!:1;!L." ~I指統的保安定品川穂樋的お息子きや難民〈意
志的な努力とまじめさなどでli ， 両者の問1=大き~t;閉さ~.ilt私らが~~ô. ~との:ぬふI~~;， 信担態度:Øj清終約iも
\_~ð日的 i f長窓到虫、側面{三者丸山る級官旬た，態動投詑の形瓜1どまE右ずそるもp私的、えるま 5であ、る0' やたが
¥ 
って ，ζのような好ましい態度をどのようにして形成し，変容さぜて峰、ぐか点指滞よ処問題な匂である。
4ニI C-:第I~ 告次研l担当pj侮.説J
即時研究では ， 手正 i劫弘元持続掛さ仇子さ?rtJ~!こ命説明恥11.学量級智雄同と，
:c-r5ムー
その変容を可能にする諸条件を究明しなければならないと怠っている。それには，今後ますますとれら
の背景となる理論的な根拠や研究方溢ザヰ学的で般かなものにする必要が街感されるが，ととでは，第
2年次研究の綬幹とたると思われる研究仮訟を嬰約して述べてが乙う。
(1) 学習態度lま， 長期にわたる系統的，継続的な研究によっては援し，後測しなければならなL、。
学習態度は ，学習活動の質的な変容を媒介する変数として位鐙づけられるもので，かなりに安定した
強固と傾向性なのであるから，がそらく， 短い期間での 1因性の実験や識変でその真随を袴確には援し
に〈いであろう。また ，態肢は構造的に幾つかの側面に分けられるとともに，それらが体需Ih'tされるも
のでもあるので ，分析し総合するなどのてつづ舎を系統的にする必要もるるう。そのうえに， 態肢は外
国的な行動そのものをきすのではなくて，内1!fi的にはたらく機能概念なのであって，直接にとらえると
とので含にくいものである。だから，外祝行動そてがかりと して態度を推測せざるをえないものでもあ
る。とにかく， 態度の研究には，とれらの複雑で鏑綾な問題が山積しているのであるが，根気づよくと
り組まなければならない。
(2) 態度の変容を可能にする条件の一つは，対象に対する本質的な理解を深化・鉱充させることで
ある。
態度の分析的な側面のーっとして認知途程があげられている。乙の過程には ，~震境からの刺激を感性
的に受容して選択的に集中づけ， 総別 ・字詰充・一般化などの思考の操作による解釈と判断のプ".tスが
含められている。との認知過程が中主主となって外部行動が表出されているわけであるが， 窓度という場
合には ，ζの過程に秘められているその人の特有の傾向性をさすのである。そのうえに ，感情や情緒な
どの要因がからま りあって，その対象についての認識や理解は実に複雑で多様なのである。ある場合に
はpζれがきゑ苓でゆがめられていたり，あるいはステレオタイプとか偏見であったりす弘そして，そ
れらが外部行動を方向づけたり志向づけているのである。したがって ，適正で本質的な理解をもたらす
とともに，それらをさらに深め，広げる必要が己主ずるのは当然である。
(3) 情緒的な安定感と満足感とを感得させるような学習過程によって，好ましい態度の変容が期待
できる。
安全で楽しく ，しかも明るいムードに支配される学習過程は，診のずから積極的な学習意欲を高める
であろうし，成功のよろとびと満足のもたらされる学習活動も同 じく好感をもって迎えられるであろう。
ζのような感じの累積によって学雪態度はしだいに好ましいものに変容されてゆ〈 ζとであろう。との
ためには ，技術的な適用がひとりひとりの子どもに開応できる乙とや， 学習の当惑にくりひろげられる対
人的な望ましい関係の確立しているζ とや ，じゅうぶんな活動と量が保証されるなどの体育学習になけ
る指導の要件が整えられていなければならないのはいうまでもない。
(4. ) まじめで熱心に努力する練習過程によって運動段能の向上がもたらされ ，これにつれて古学習態
Itの変容がなされる。
運動技能の形成には， ζれにかかわる諸要因が総合的に統一されるか，または体制化される複雑たメ
カニズムのはたらく過程があお。との{本命1J1ヒの過程には幾つかのバターンがあろうが， ー紋的には，そ
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の遂歩向上ば急速にもたらされるのではなくて，徐々にできちがってゆくのが通例である。また ，部分
的な動きのサーキットがしだいに総合的に統合される ζの過程では，;t~ しろ原初的なものよりも負の勤
ささえがとる場合もあるほどである。しかし，その効率を左右する条件の一つは ，まじめさとか熱心き
の意志的な嬰国である ζとはみのがせないであろう。
運動技能形成tこがける ζの特性をじゅうぶんにわきまえ，蒸しな努力を傾注する実践のしかたを累積
するζ とが撃を しいわけであるが， ζれによって劃肢の側面としての意志的な傾陀牲をしだいに変容で
きるであろう。
(5) 体育学習において，基礎的な体力づくりをないがしろにしては，好ましい翻斐の変容をもたら
すことはできな4、。
運動技能は休力のき~~に:kいて形成されるもので ， 体力の質的な内容が運動技能形成にとって貰聖書な
部函を占めている。との運動技終と学習熊5をとは笑に密接な関速が品うるのだから ，好ましい態度の変容
を期待するためには，蓬動櫛Eの形成が順調なコースをたどれるζ とが望まれる。それには』基礎体力
の充実が;際立まになければならないのである。 ζのような意味で，体力づくりは学習，態度の形成にとって
前提条件となるといえよう。
との研究は ，下記の協力学校の校長先生はじめ職員のみなさ12，ならびに児童生徒の全面的など支援
によって実絡できたもので，衷心より感謝の意をど表するものである。と。の研究を担当し ，執袋したのは
三巻イ言ー である。
)新潟市立浜補小学校
研究協力学校 -<! p 関屋中学校
島田 一彦若
南 博警
I /1 坂井輪中学佼
労 Tp 考
社会心理学の遊底
体系社会心理学
文献
大日本図書
光文社
F. .T McDONALD Educational Psychology・1959Wa d swo r t h publi shingω， 
凶宮 馨箸
宮畑虎彦訳
浅井 浅ー老若
安藤 唯一望書
正木 正若
正木・依自宅E
心理学事典
{本脊学習の心理
身体運動の力学
体育の社会性
入閣の随意運動
性格の心遊
性格，心理学
切-5 4 -ー
平凡社
ベー スボー ル・マ-j}:/Yf.土
1 
{木脊の科学社
n 
金子書房
同学社
熔永 -~吉宮 性格入門 言威信若手房
性格の先見 # 
加藤正明菜 異常心野学: 光文社
Jit瀬健策務 自己催眠 誠イ言書房
滝沢武久若宮 教育的認識論 明治図書
教育心盟主学事典 金子書房
現代教育事典 明治図書
橋本重治著 教育評価法総説 金子害房
体湾大辞典 不味堂
岩原信九郎著 新教育統書世 日本文化科学社
数学同人研究会錦 統計演習 繍著書Jli
マークテングセンター縞市場調査 ?日 91合併号 輿論科学協会
-55ー
